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新
年
あ
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い

ま
す
。

　
町
民
の
皆
様
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、
健

や
か
な
新
春
を
お
迎
え
の
こ
と
と
心
か
ら

お
喜
び
申
し
上
げ
ま
す
。
日
頃
よ
り
、
町

政
の
推
進
に
多
大
な
る
ご
理
解
と
ご
支
援

を
賜
り
心
よ
り
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

　

４
月
に
町
長
に
就
任
し
、
早
８
ヶ
月
が

過
ぎ
ま
し
た
。広
尾
町
の
最
大
の
課
題
は「
人

口
減
少
」
で
あ
り
、
担
い
手
不
足
や
町
の
賑

わ
い
が
失
わ
れ
る
な
ど
大
き
な
影
響
が
出

て
い
ま
す
。
こ
の
重
要
課
題
に
重
点
的
に
取

り
組
む
と
と
も
に
、
町
民
と
の
対
話
を
大

切
に
し
な
が
ら
町
政
を
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。

産
業
基
盤
の
強
化

　
昨
年
の
漁
業
は
昆
布
を
は
じ
め
、秋
サ
ケ
、

し
し
ゃ
も
、
毛
が
に
と
い
っ
た
主
力
魚
種

の
漁
獲
量
が
依
然
と
し
て
低
迷
し
て
お
り
、

厳
し
い
状
況
が
続
い
て
い
ま
す
。
漁
業
者

が
こ
れ
か
ら
も
漁
業
を
生
業
と
し
て
暮
ら

し
て
い
け
る
よ
う
、
長
年
取
り
組
ん
で
い

る
増
養
殖
事
業
を
柱
に
、
漁
業
経
営
へ
の

支
援
な
ど
、
引
き
続
き
取
組
を
進
め
て
ま

い
り
ま
す
。

　
農
業
で
は
、
生
産
資
材
の
価
格
高
騰
や

猛
暑
に
よ
る
乳
量
低
下
、
家
畜
伝
染
病
の

蔓
延
な
ど
の
危
機
に
直
面
す
る
中
、
生
産

額
は
前
年
同
様
に
堅
調
な
推
移
が
見
込
ま

れ
て
い
ま
す
。
農
業
に
携
わ
る
皆
様
の
努

力
に
、
深
く
敬
意
を
表
す
る
と
と
も
に
、

農
協
な
ど
関
係
機
関
と
連
携
し
生
産
基
盤

の
強
化
と
担
い
手
の
確
保
・
育
成
を
図
っ

て
ま
い
り
ま
す
。

　
ま
ち
の
活
力
を
高
め
る
た
め
に
は
、
産

業
の
振
興
が
不
可
欠
で
す
。
漁
業
、
農
業
、

林
業
、
商
工
業
の
発
展
の
た
め
、
関
係
機

関
と
連
携
し
て
支
援
を
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。

十
勝
港
の
利
活
用

　
十
勝
の
物
流
を
支
え
る
重
要
港
湾
十
勝

港
は
、
昨
年
、
京
浜
港
と
結
ぶ
コ
ン
テ
ナ

船
の
定
期
航
路
が
開
設
さ
れ
、
利
活
用
が

大
き
く
前
進
し
ま
し
た
。
定
期
航
路
の
開

設
は
、
道
内
の
物
流
問
題
解
決
の
一
助
に

も
つ
な
が
る
も
の
と
期
待
し
、
本
航
路
の

維
持
発
展
に
最
大
限
の
努
力
を
し
て
ま
い

り
ま
す
。

　
高
規
格
道
路
の
全
線
早
期
完
成
や
川
西

イ
ン
タ
ー
チ
ェ
ン
ジ
の
工
業
団
地
構
想
の

動
向
も
注
視
し
つ
つ
、
関
係
機
関
と
連
携

を
密
に
図
り
な
が
ら
、
農
業
王
国
を
背
後

に
し
た
海
の
玄
関
口
と
し
て
、
役
割
を
果

た
し
て
ま
い
り
ま
す
。

子
育
て
環
境
の
充
実

　
人
口
減
少
・
少
子
高
齢
化
対
策
と
し
て「
保

育
料
完
全
無
償
化
」
や
「
小
・
中
学
校
給

食
費
無
償
化
」「
小
・
中
学
校
修
学
旅
行

費
助
成
」
な
ど
、
新
た
な
子
育
て
支
援
策

を
実
施
し
ま
し
た
。
ま
た
、
新
し
い
公
園

整
備
に
つ
い
て
は
、
す
べ
て
の
町
民
や
子

育
て
世
代
、
若
者
た
ち
の
健
や
か
な
成
長

に
必
要
な
公
園
と
し
て
、
引
き
続
き
取
り

組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

　
今
後
も
、
安
心
し
て
子
ど
も
を
産
み
育

て
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
、
子
ど
も
・
子

育
て
世
帯
の
多
様
な
ニ
ー
ズ
に
応
じ
た
施

策
を
推
進
し
、
子
育
て
環
境
の
充
実
を
図
っ

て
ま
い
り
ま
す
。

町
民
の
暮
ら
し
を
支
え
る
た
め
に

　

昨
年
実
施
し
た
ま
ち
づ
く
り
ア
ン
ケ
ー

ト
で
は
、
５
割
超
が
広
尾
町
を
「
住
み
よ
い

ま
ち
」
と
回
答
し
た
一
方
で
、
安
全
・
安
心

に
関
す
る
設
問
で
は
「
道
路
の
整
備
、
公

共
交
通
の
充
実
」
を
挙
げ
る
声
が
３
割
超

寄
せ
ら
れ
ま
し
た
。
高
齢
者
の
買
い
物
や

外
出
支
援
を
目
的
と
し
た
タ
ク
シ
ー
・
バ

ス
助
成
事
業
を
は
じ
め
、
地
域
の
足
と
し

て
必
要
不
可
欠
な
公
共
交
通
の
維
持
・
確

保
、
新
し
い
交
通
体
系
と
し
て
の
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
バ
ス
等
の
検
討
な
ど
、
町
民
が
安
心
し

て
住
み
続
け
ら
れ
る
環
境
を
整
備
し
ま
す
。

希
望
が
灯
る
サ
ン
タ
ラ
ン
ド
・
ひ
ろ
お

　
昨
年
は
本
町
の
ま
ち
づ
く
り
の
大
き
な

柱
で
あ
る
「
サ
ン
タ
ラ
ン
ド
」
が
認
定
か

ら
40
周
年
を
迎
え
ま
し
た
。
皆
様
か
ら
い

た
だ
い
た
ア
イ
デ
ア
を
も
と
に
、
ツ
リ
ー

点
灯
式
で
は
新
企
画
と
し
て
「
サ
ン
タ
ソ

リ–

１
グ
ラ
ン
プ
リ
」
が
開
催
さ
れ
、
町

内
外
か
ら
も
出
場
が
あ
り
、
盛
り
上
が
り

を
見
せ
た
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。

　
こ
れ
か
ら
も
夢
と
希
望
を
与
え
ら
れ
る

サ
ン
タ
ラ
ン
ド
を
実
現
す
る
た
め
、
町
民

の
皆
様
と
一
緒
に
、
職
員
一
丸
と
な
っ
て

取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

　
結
び
に
あ
た
り
、
本
年
が
皆
様
に
と
っ

て
健
康
で
幸
せ
多
い
年
で
あ
り
ま
す
よ
う

心
か
ら
ご
祈
念
申
し
上
げ
ま
す
と
と
も
に
、

広
尾
町
の
さ
ら
な
る
発
展
の
た
め
努
力
を

続
け
る
こ
と
を
お
誓
い
し
、
令
和
７
年
の

年
頭
の
ご
あ
い
さ
つ
と
し
ま
す
。

ずっと住み続けたいと思えるまちへ

田
た

中
な か

　靖
や す

章
あ き

広尾町長

年頭のごあいさつ
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新
年
あ
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い

ま
す
。

　
令
和
７
年
の
輝
か
し
い
新
年
を
迎
え
る

に
あ
た
り
、
町
議
会
を
代
表
し
て
謹
ん
で

新
春
の
ご
あ
い
さ
つ
を
申
し
上
げ
ま
す
。

　
町
民
の
皆
様
に
は
、
日
頃
よ
り
本
町
議

会
に
対
し
ま
し
て
温
か
い
ご
理
解
と
ご
協

力
を
賜
り
、
衷
心
よ
り
厚
く
御
礼
申
し
上

げ
ま
す
。

　
昨
年
を
振
り
返
り
ま
す
と
、
７
月
に
は

パ
リ
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
が
開
催
さ
れ
、
日
本

選
手
団
が
海
外
開
催
の
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
で

は
過
去
最
多
の
45
個
の
メ
ダ
ル
を
獲
得
し
、

明
る
い
話
題
と
感
動
を
届
け
て
く
れ
ま
し

た
。
し
か
し
、
未
だ
終
息
の
見
え
な
い
ロ

シ
ア
に
よ
る
ウ
ク
ラ
イ
ナ
侵
攻
や
イ
ス
ラ

エ
ル
の
戦
争
な
ど
世
界
情
勢
は
不
安
定
な

状
況
に
あ
り
ま
し
た
。

　
我
が
国
で
は
、
元
日
に
発
生
し
た
能
登

半
島
地
震
に
よ
り
甚
大
な
被
害
を
受
け
、

多
く
の
尊
い
命
が
奪
わ
れ
ま
し
た
。
９
月

に
は
追
い
打
ち
を
か
け
る
よ
う
な
集
中
豪

雨
に
よ
る
災
害
に
見
舞
わ
れ
、
１
日
も
早

い
復
旧
・
復
興
を
願
う
ば
か
り
で
あ
り
ま

す
が
、
未
だ
見
通
せ
な
い
状
況
に
あ
り
ま

す
。
被
災
地
の
皆
様
に
心
か
ら
お
見
舞
い

を
申
し
上
げ
ま
す
。

　
全
国
的
に
も
線
状
降
水
帯
の
多
発
に
よ

る
災
害
が
顕
著
に
な
り
、
列
島
各
地
に
甚

大
な
被
害
が
も
た
ら
さ
れ
、
８
月
の
宮
崎

県
日
向
灘
で
発
生
し
た
地
震
で
は
、
南
海

ト
ラ
フ
地
震
臨
時
情
報
が
発
表
さ
れ
る
な

ど
、
自
然
災
害
に
見
舞
わ
れ
た
１
年
で
あ

り
ま
し
た
。

　
本
町
も
日
本
海
溝
・
千
島
海
溝
沿
い
の

巨
大
地
震
に
よ
る
被
害
が
想
定
さ
れ
る
こ

と
か
ら
「
防
災
意
識
の
醸
成
」
と
「
災
害

に
強
い
ま
ち
づ
く
り
」
を
進
め
る
思
い
を

一
層
強
く
す
る
も
の
で
あ
り
ま
す
。

　
本
町
の
経
済
基
盤
を
支
え
る
第
１
次
産

業
を
取
り
巻
く
環
境
は
、
前
述
の
不
安
定

な
世
界
情
勢
や
為
替
相
場
に
お
け
る
円
の

価
値
の
下
落
に
起
因
す
る
エ
ネ
ル
ギ
ー
と

物
価
の
高
騰
に
よ
る
悪
影
響
を
受
け
て
い

ま
す
。
漁
業
を
取
り
巻
く
環
境
は
依
然
厳

し
く
、
特
に
秋
サ
ケ
漁
な
ど
で
漁
網
被
害

が
発
生
し
、
海
水
温
上
昇
等
で
魚
種
全
般

の
漁
獲
量
の
不
振
が
続
き
、
海
洋
の
回
復

を
期
待
す
る
状
況
に
あ
り
ま
す
。
農
業
や

林
業
に
お
い
て
は
高
齢
化
や
後
継
者
不
足

が
続
い
て
お
り
、
特
に
酪
農
で
は
家
畜
伝

染
病
「
ヨ
ー
ネ
病
」
の
感
染
拡
大
防
止
に

向
け
た
取
組
の
強
化
、
防
疫
体
制
の
検
証

等
が
喫
緊
の
課
題
で
あ
る
と
認
識
し
て
い

ま
す
。

　
人
の
賑
わ
い
こ
そ
が
ま
ち
の
活
力
で
あ

る
こ
と
は
論
を
待
た
な
い
と
こ
ろ
で
あ
り

ま
す
が
、
そ
の
ま
ち
の
賑
わ
い
を
創
り
出

す
人
の
減
少
は
、
経
済
の
停
滞
や
町
の
財

政
を
直
撃
し
、
将
来
の
ま
ち
づ
く
り
の
た

め
の
あ
ら
ゆ
る
施
策
に
お
い
て
暗
い
影
を

落
と
し
て
し
ま
い
ま
す
。
広
尾
町
の
魅
力

を
掘
り
起
こ
し
、
10
年
後
、
20
年
後
に
明

る
く
豊
か
な
ま
ち
と
し
て
存
続
さ
せ
て
い

く
た
め
に
Ｉ
Ｃ
Ｔ
や
生
成
Ａ
Ｉ
な
ど
を
活

用
し
た
デ
ジ
タ
ル
ト
ラ
ン
ス
フ
ォ
ー
メ
ー

シ
ョ
ン
の
推
進
は
必
要
不
可
欠
な
も
の
で

あ
り
ま
す
。

　
町
長
部
局
で
あ
る
行
政
は
も
と
よ
り
町

議
会
も
一
人
ひ
と
り
が
明
確
な
ビ
ジ
ョ
ン

を
持
っ
て
将
来
へ
の
希
望
を
つ
な
げ
る
気

概
を
新
た
に
し
、
財
政
の
健
全
化
を
進
め

る
こ
と
も
さ
る
こ
と
な
が
ら
、
い
か
に
し

て
将
来
に
向
け
て
の
投
資
を
し
っ
か
り
と

積
極
的
に
続
け
て
い
く
か
が
問
わ
れ
て
い

る
と
捉
え
て
お
り
ま
す
。

　
地
方
議
会
に
お
け
る
「
議
員
の
な
り
手

不
足
」
は
深
刻
な
問
題
と
な
っ
て
お
り
、

本
町
の
議
会
選
挙
で
も
平
成
28
年
と
令
和

２
年
が
無
投
票
当
選
と
な
り
ま
し
た
が
、

昨
年
４
月
に
は
12
年
ぶ
り
に
選
挙
が
行
わ

れ
、
新
人
５
人
を
含
む
13
人
の
議
員
構
成

を
も
っ
て
新
た
に
ス
タ
ー
ト
し
て
お
り
ま
す
。

議
会
の
最
高
規
範
で
あ
る
「
議
会
基
本
条

例
」
に
基
づ
き
、
議
会
に
課
せ
ら
れ
た
役

割
と
責
任
を
果
た
し
、
町
民
に
信
頼
さ
れ

る
議
会
、
常
に
前
進
す
る
議
会
と
な
る
よ

う
一
層
の
努
力
を
重
ね
て
ま
い
り
ま
す
。

　
新
し
い
年
が
皆
様
に
と
っ
て
元
気
で
明

る
く
健
や
か
に
お
過
ご
し
い
た
だ
け
る
素

晴
ら
し
い
１
年
と
な
り
ま
す
こ
と
を
心
よ

り
念
願
い
た
し
ま
し
て
、
年
頭
に
あ
た
っ

て
の
ご
あ
い
さ
つ
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

堀
田
議
長
は
喪
中
の
た
め
、
年
頭
の

ご
あ
い
さ
つ
は
控
え
さ
せ
て
い
た
だ

き
ま
す
。

常に前進する議会を目指して

山
やま

谷
や

　照
て る

夫
お

広尾町議会副議長

年頭のごあいさつ
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　2024年（令和６年）も広尾町では、いろいろなできごとがあ
りました。
　話題となったできごとをまとめて、2024年を振り返ります。

33日日 ４年ぶりに、姉妹都市・長崎県西海市の
小学生親善交流団８人が来町しました。

令和６年はたちのつどいが行われ、新成
人48人が出席しました。 2828日日

１１月月

1414日日 広尾町のウッドイルミネーションと芽室町
のアイスキャンドルのコラボイベントを開催。

ピロロツーリズム推進協議会が「わが村は
美しく－北海道」運動の受賞を報告しました。 1818日日

22月月

1818日日 北海道十勝スカイアースの選手を講師に、
サッカー教室が行われました。

地域おこし協力隊による活動報告後、来
場した方との交流会が開かれました。 2424日日

33月月
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ひろお2024
2323日日 野塚交流館「集いの杜」で植樹祭が開かれ、

13本の桜の木を植えました。
任期満了に伴う町長・町議会議員選挙の
当選証書附与式が行われました。 2929日日

44月月

1717日日 広尾つつじまつりで、サンタランド40周
年記念のKing of 大縄跳びを開催しました。

18年ぶりとなる定期航路の第１便が入港。
記念式典が開かれました。 2020日日

55月月

1717日日 2050年までに「ゼロカーボンシティ」
の実現を目指すことを宣言しました。

ヒグマ出没対応訓練で、資機材訓練や各
関係機関との連携を再確認しました。 2424日日

66月月
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1414日日 海上自衛隊の護衛艦「いせ」が十勝港に
初めて寄港しました。

札幌広尾会の定期総会・懇親会が５年ぶ
りに開催されました。 2020日日

77月月

33日日 農山漁村ホームステイが今年も行われ、
東京から54人の小学５年生が訪れました。

十勝港まつり、十勝港海上花火大会が開
かれ、約18,000人の来場者で賑いました。 2929日日

88月月

1414日日 十勝神社の秋季例大祭で御輿渡御が行われ、
町内は活気にあふれました。

ひろお保育園の運動会は、青空のもと子
どもたちが笑顔で競技に臨みました。 2121日日

99月月
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1313日日 サンタランドツリー点灯式に、認定当時の町長
泉耕治さんとノルウェー大使（中央右）も参加。

13人制ラグビーの国際試合を開催。香港・
日本両チームが白熱した戦いを見せました。 2626日日

1010月月

33日日 東京広尾会が開かれ、首都圏在住の会員
ら30人と広尾町から７人が参加しました。

札幌の大型商業
施設「サッポロ
ファクトリー」
でツリー点灯式
が行われました。

1212日日
1111月月

11日日 まんぷくまつりでは、毛がにやオオズワイ
ガニの味噌汁などを求める方で賑わいました。

たんぽぽの会手作りのお食事とともにヨ
サコイや民舞の鑑賞などを楽しみました。 88日日

1212月月
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②②

⑧⑧

公
園
整
備
内
容
見
直
し

公
園
整
備
内
容
見
直
し

①�緑地を約１万平方メートル削減
②�防災倉庫の建設を令和 10年度以降に再考
し、かまどベンチなどの防災設備を削除
③�町民交流施設をキッズスペースとトイレを
メインにした「屋内遊戯施設」に変更
④�遊具エリアのそばに小規模トイレを設置
⑤�じゃぶじゃぶ池のサイズを小さくし、噴水
式に変更
⑥�エントランス広場を削除し、多目的広場と
一体化
⑦�築山を大小２つから大１つに変更
⑧�バスケットコートはミニバス用１か所
※緑地の削減によりレイアウトや設備数を変更

主 な 変 更 点
※図の丸数字と対応

　公園整備構想について、
　詳しくはこちら
〇トップページ＞行政情報＞各種取組＞公園整備構想

【お問い合わせ】
企　画　課　℡ 2-0184
建設水道課　℡ 2-0173

町
民
ア
ン
ケ
ー
ト
や
町
民
説
明
会
、
公
園
ト
ー
ク
な
ど
で
い
た
だ
い
た
多
く
の
意
見
も
参
考
に
「
新
た

な
公
園
整
備
事
業
」
の
見
直
し
案
を
ま
と
め
ま
し
た
の
で
、
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

特  集
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③③
④④

⑤⑤ ⑥⑥

⑦⑦

①①
緑地削減面積　10,554 ㎡
※線で囲んだ部分

見直しに係る考え方
　今回の整備内容の見直しにあたり、様々な町民の声を聞かせていただき、役場内の検討
委員会などで協議を重ねた結果、子育て世代の方々から要望が多い「子どもが安心して遊
べる場所」、中心部に新たに公園を整備することが、賑わいの創出、次世代の成長支援にも
つながるなど、まちの未来に必要であると判断いたしました。
　また、町議会特別委員会からの提言を受け、緑地面積を大幅に削減し、事業費と維持管
理費の圧縮に努めました。防災倉庫の建設は財源なども含めて継続検討としたところです
が、防災対策の緊急性や重要性は十分認識しているところであり、公園の完成後は町の「一
時避難場所」として指定する予定です。
　見直しにより、当初予定していた機能の一部は縮小することとなりましたが、コンセプ
トに掲げた「多くの町民に愛される広尾らしい多目的公園」、そして「みんなの笑顔があふ
れる遊び場」を目指し、整備を進めていきます。
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＜今回の見直しに係る事業費比較＞
・当初計画からの削減額は約 1.2 億円
・物価高騰分を含めると約３億円の削減
・維持管理費は緑地面積を削ったことで年間約 600 万円の減

区　分

事業費 比　較

令和５年11月
当初計画
（Ａ）

令和６年９月
物価等置換
（Ｂ）

令和６年10月
見直し
（Ｃ）

物価等高騰に
伴う増加額
（Ｂ−Ａ）

見直しに
伴う削減額
（Ｂ−Ｃ）

当初計画からの
削減額
（Ａ−Ｃ）

公園基本計画
策定費・設計費等 2,343万円 2,614万円 2,614万円 271万円 0万円 △271万円

公園整備工事 4億7,042万円 6億312万円 4億4,749万円 1億3,270万円 1億5,563万円 2,293万円

その他
（測量・アンケート等） 4,700万円 4,878万円 4,878万円 178万円 0万円 △178万円

屋内遊戯施設
（町民交流施設） 1億9,603万円 2億1,547万円 2億1,547万円 1,944万円 0万円 △1,944万円

防災倉庫 1億2,180万円 1億4,197万円 0万円 2,017万円 1億4,197万円 1億2,180万円

合計 8億5,868万円 10億3,548万円 7億3,788万円 1億7,680万円 2億9,760万円 1億2,080万円

維持管理費 2,500万円 ― 1,900万円

＜町民の皆様へ＞
　公園整備事業の見直し内容について、町民の皆様にお知らせいたします。
　町民アンケートや説明会などで、皆様からの様々な声を聞かせていただいた中で、
熟慮を重ねた結果、今回の見直し内容を決定しました。
　現在、広尾町の最大の課題は「人口減少」です。その主な要因は、「出生数の減少」、「生
産年齢人口の流出」にあります。このまま、子どもや若い世代が減少し続ければ、高
齢者を支えることが困難な状況になります。そうならないためにも、町の産業である
漁業や農業、林業などの振興と商工業や港湾振興、福祉、医療、教育など様々な施
策をバランスよく進めていく必要があります。はじめに給食費の完全無償化や保育
料の無償化など新たな子育て支援策を実行させていただきました。若い世代がこれ
からも住み続けたい、広尾へ戻ってきたいと思ってもらえる元気な広尾町を次世代
へつなげていきたい、そんな思いでまちづくりを進めていきたいと考えております。
　今回の公園整備について、賛成、反対、様々な意見があることは承知しています。
「人口減少」は町の存続にもかかわる大きな問題であります。まちの活気が失われ、
さらに人口減少が進む負の連鎖を止めるためにも、私はこの公園を整備する必要が
あると思っています。広尾町の「まちの魅力」を高め、「まちの賑わいの創出と活性
化」につなげていくためにも、この公園をいかに「人が集まり、楽しめる公園」に
していくかが重要です。町民の皆様のご理解を賜りますようお願いいたします。

広尾町長
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12/8　シーサイドパーク特設会場
広尾まんぷくまつり

広尾産の海産物や農産物をはじめに
芽室町・長崎県西海市の特産品を求めて、
約1万人が来場！

「第55回広尾毛がにまつり」は昨年に引き続
き、毛がに漁の不振を受けて「広尾まんぷくま
つり」として開催されました。当日は、天候に
も恵まれ、町内外から約1万人が来場。広尾産
の毛がにや秋鮭などの海産物を“まんぷく”に
なるまで楽しみました。

カニ早食い競争 特産品抽選会では、西
海市や芽室町の特産
品をはじめ、豪華景品
の当選者が発表され
るごとに歓声が挙
がっていました。

特産品抽選会

～極上の毛がにを求めて～～極上の毛がにを求めて～

寒空の下で熱い戦い！寒空の下で熱い戦い！

サプライズの特特賞当選！サプライズの特特賞当選！
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「まちづくり意見公募」を実施します

意見の募集方法

今回の募集テーマ　広尾町こども計画（案）
　上記計画に関し、町民の皆さんのご意見を募集します。公表する原案をご覧になり、率直な
意見、素朴な疑問など、積極的にお寄せください。
　なお、本紙面には原案の概要のみを掲載しています。所定の閲覧場所や町のウェブサイトで
原案の全体版を公表していますので、ご覧ください。

募 集 対 象 者　①広尾町に住所を有する方
　　　　　　　　②広尾町に事務所・事業所を有する方
　　　　　　　　③広尾町に通勤、通学している方

閲覧場所・方法　①募集テーマの担当課窓口（保健福祉課子育て支援室）
　　　　　　　　②町ウェブサイト（https://www.town.hiroo.lg.jp/）
　　　　　　　　　�※「トップページ」の「まちづくり意見公募」からご

覧ください。
　　　　　　　　③多くの町民が利用する施設
　　　　　　　　　�役場１階ロビー（まちづくり意見公募コーナー）、図書

館、国保病院、健康管理センター、広尾漁業協同組合、
広尾町農業協同組合、広尾町商工会

意見の提出方法　�所定の意見提出用紙または任意の用紙に、氏名（または
団体名）、住所（または所在地）電話番号を必ず記載し、
次の方法で提出してください。

　　　　　　　　①持参提出　②郵送　③ FAX　④電子メール
　　　　　　　　　�※「意見提出用紙」は上記の担当窓口、または閲覧場

所で入手可能です。

意見の提出先　保健福祉課 子育て支援室（役場１階）
　　　　　　　　〒089-2692 広尾町西４条７丁目１番地
　　　　　　　　TEL 2-0172　　FAX ２-6662
　　　　　　　　電子メール　h-jido@town.hiroo.lg.jp

意見の募集期間　１月15日（水）～２月４日（火）

検討結果の公表　�３月に、役場１階ロビー（まちづくり意見公募コーナー）と町ウェ
ブサイトにて公表します。また、広報ひろおにも掲載します。

　　　　　　　　※提出された方の住所・氏名等の個人情報は一切公表しません。

＼あなたの声をお聞かせください／
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広尾町こども計画（案）の概要
　「広尾町こども計画」は、「こどもまんなか社会（※）」を目指すための指針として、
こども基本法に基づき町のこども施策の基本的な方向性を示す計画で、下記の４つの
計画と一体的に策定するものです。策定にあたっては、国の「こども大綱」と「北海
道こども計画（仮称）」を勘案し、こどもや若者、子育て当事者の意見を計画に反映す
るため、ワークショップなど意見聴取の取組を行っています。
　なお、素案の検討を「広尾町子ども・子育て会議」にお願いし、計画原案の提言を
いただきました。

※「こどもまんなか社会」とは、全てのこども・若者が、日本国憲法、こども基本
法及びこどもの権利条約の精神にのっとり、生涯にわたる人格形成の基礎を築き、
自立した個人としてひとしく健やかに成長することができ、心身の状況、置かれて
いる環境等にかかわらず、ひとしくその権利の擁護が図られ、身体的・精神的・社
会的に将来にわたって幸せな状態で生活を送ることができる社会です。

○広尾町こども計画の計画期間
　令和７年度から令和11年度まで

○広尾町こども計画と一体的に策定（包含）する計画
　①広尾町子ども・子育て支援事業計画
　�　５年を１期とする教育・保育・地域の子育て支援について定めた計画です。ニー
ズ調査等により需要量（現在の利用状況と今後の利用見込み）を設定し、確保のた
めの方策や事業の円滑な実施について定めています。
　②広尾町子どもの貧困対策計画
　�　こどもが生まれ育った環境に左右されず、心身ともに健やかに育成され、教育の
機会が均等に保障され、夢や希望を持つことができるよう総合的に推進するための
計画です。
　③広尾町次世代育成支援行動計画
　�　次代の社会を担うこどもが健やかに生まれ、育成される社会を形成するために、
家庭における良質な居住環境や仕事と家庭生活の両立など、行政、地域、企業など
がそれぞれの役割を担いながら、子育てに喜びを実感できるまちづくりを目指すた
めの行動計画です。
　④広尾町子ども・若者計画（新規）
　�　全てのこども・若者が青年期に社会的自立を果たすことができるよう、その成長
を社会全体で応援するための計画です。
　�　いじめやニート、ひきこもりなど困難な状況にあるこども・若者への支援を推進
します。
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「まちづくり意見公募」を実施します

意見の募集方法

今回の募集テーマ　投票所閉鎖時刻の繰上げについて（案）
　上記の案に関し、町民の皆さんのご意見を募集します。公表する案をご覧になり、率直な意
見、素朴な疑問など、積極的にお寄せください。
　なお、本紙面には案の概要のみを掲載しています。所定の閲覧場所や町のウェブサイトで案
の全体版を公表していますので、ご覧ください。

募 集 対 象 者　18歳以上で広尾町に住所を有する方

閲覧場所・方法　①募集テーマの担当課窓口（総務課内・選挙管理委員会）
　　　　　　　　②町ウェブサイト（https://www.town.hiroo.lg.jp/）
　　　　　　　　　�※「トップページ」の「まちづくり意見公募」からご

覧ください。
　　　　　　　　③多くの町民が利用する施設
　　　　　　　　　�役場１階ロビー（まちづくり意見公募コーナー）、図書

館、国保病院、健康管理センター、広尾漁業協同組合、
広尾町農業協同組合、広尾町商工会

意見の提出方法　�所定の意見提出用紙または任意の用紙に、氏名（または
団体名）、住所（または所在地）、電話番号を必ず記載し、
次の方法で提出してください。

　　　　　　　　①持参提出　②郵送　③ FAX　④電子メール
　　　　　　　　　�※「意見提出用紙」は上記の担当窓口、または閲覧場

所で入手可能です。

意見の提出先　選挙管理委員会（役場２階　総務課内）
　　　　　　　　〒089-2692 広尾町西４条７丁目１番地
　　　　　　　　TEL 2-0175　　FAX 2-4933
　　　　　　　　電子メール　senkan@town.hiroo.lg.jp

意見の募集期間　１月８日（水）～１月31日（金）

検討結果の公表　�３月に、役場１階ロビー（まちづくり意見公募コーナー）
と町ウェブサイトにて公表します。また、広報ひろおに
も掲載します。

　　　　　　　　※提出された方の住所・氏名等の個人情報は一切公表しません。

＼あなたの声をお聞かせください／
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投票所閉鎖時刻の繰上げ（案）の概要
　広尾町では投票所の閉鎖時刻を、市街地は午後７時、市街地以外（豊似、野塚、音
調津地区）は午後６時としています。
　近年執行された選挙の投票状況では、期日前投票をする有権者が増え、市街地の投
票総数に占める期日前投票者数の割合は、令和元年に61％程度だったものが、令和６
年10月に執行した衆議院議員総選挙では68％程度となり、増加傾向にあります。
　その一方で、市街地の投票所における投票当日の閉鎖時刻直前の１時間の投票者数
の割合は、１％程度に留まっています。
　このような状況を踏まえ、広尾町選挙管理委員会では第５次行政改革大綱の取組事
項として掲げられた「投票時間の変更」について、今後の選挙事務の効率化や経費縮
減を考慮し、次のとおり投票所閉鎖時刻の繰上げを検討しており、町民の皆さんから
のご意見を募集します。

○検討事項　
　市街地の投票所の閉鎖時刻を１時間繰り上げ、午後６時までとします。
　実施時期は、令和７年４月以降に執行される選挙（７月執行予定の参議院議員通常
選挙）からとします。

＜投票所の閉鎖時刻（案）＞

投票区 前回まで
（令和６年10月衆議院議員選挙）

令和７年４月以降
【案】

第１～４
（市街地） 午後７時 午後６時

第５～７
（野塚・豊似・音調津地区） 午後６時 午後６時

○繰上げを実施する理由
・�　市街地の投票所における投票当日の閉鎖時刻直前の１時間の投票者数の割合が１％
程度と少なく、また、期日前投票制度の開始から20年近く経過し、制度自体が浸透
しているため。
・�　投票立会人の負担軽減が図られ担い手不足の解消につながるとともに、選挙事務
従事者の従事時間が短縮され、選挙に係る経費の削減を図ることができるため。
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　広報モニターとは、町の広報紙・防災行政無線放送・町ウェブサイトなどに関す
るご意見やご要望を企画課ふれあいの係へ提言していただく、町から委嘱された方々
です。今年度は、５人の広報モニターの皆さんにご意見やご要望をいただきました。
　ここでは、令和６年11月８日（金）に開催した会議の内容を抜粋、要約してご紹
介します。

広報ひろおに関して
・広報紙はカラーの方が見やすいと思います。
☞�経費の面から、全ページをカラーにすることは難しいですが、可能な限りカラーのペー
ジも掲載していきます。

・�表紙と関連する特集記事を２ページ目に掲載した方が良いと思います。事柄だけを
紹介するのではなく、人物のことを紹介してみるのはどうでしょうか？（インタビュー
など）
☞�インタビュー記事は、活動内容や人物などを知ってもらうことにもつながるので、
良いテーマなどがあれば掲載していきます。

・表紙のデザインは、余白が少ないのでもっと余白を作ってみてはどうでしょうか？
☞�ご指摘の点を念頭に、検討していきます。

町内防災行政無線に関して
・夜の放送をもう少し早くしても良いと思います。
☞�仕事をしている人は、放送の時間が早すぎると聞けず、テレビニュースの時間など
と重なるのも良くないため、現状どおり19時30分に放送したいと考えています。

町公式ウェブサイトに関して
・防災無線放送で流した情報を、ウェブサイトに掲載してほしいです。
☞�ウェブサイトや町の公式ＬＩＮＥなども活用してお知らせできればと考えており、
今後の対応を検討していきます。

・�町の公式ＬＩＮＥで、町のお知らせなどを配信できませんか？
☞�現在アカウント（ＬＩＮＥの使用権利枠）はありますが、特にお知らせ配信は行っ
ていません。本格的に運用する際は、事前に町民の皆さんへお知らせします。

　他にも多くのご意見・ご要望をいただきました。今回いただいたご意見などをも
とに、町民の皆さんにわかりやすい情報発信に努めます。広報モニターに興味があ
る方は、企画課ふれあいの係にご連絡ください。

令和６年度　広報モニター会議を開催しました

【お問い合わせ】企画課 ふれあいの係 ℡２－０１８４
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タ ウ ン ト ピ ッ ク ス

2024北海道ホルスタイン
ナショナルショウ

東京広尾会総会・懇親会

豊似地区文化・音楽祭

記念フレーム切手が誕生

広尾初、全道準最高位

懇 親 深 め る

多彩な「芸術の秋」

広くサンタランド40周年を

町内紋別の㈱エスティリアデイリーサービス（佐藤孝一社
長）が出品した乳牛が「2024北海道ホルスタインナショ
ナルショウ」で、準最高位のリザーブグランドチャンピオ
ンを獲得しました。佐藤社長と広尾町乳牛改良同志会の角
倉輝会長が田中町長に報告。田中町長は「酪農振興につな
がる快挙。来年の共進会も頑張ってほしい」と話しました。

東京広尾会（岡田金一会長）の第44回総会が開催され、
首都圏在住の会員と広尾町の田中町長、堀田議長ら37人
が出席しました。開会にあたり岡田会長が「広尾から眺め
る日高山脈は素晴らしく、周りの人に魅力を伝えてほしい」
とあいさつ。総会終了後の懇親会では、各参加者が近況報
告を行い、懇親を深めました。

豊似文化協会（佐々木裕隆会長）主催の豊似地区文化・音
楽祭が開かれ、多くの来場者で賑いました。午前中は犬の
運動会やこどもカフェなどを開催。午後は広尾サンタラン
ドジャズスクールや広尾中学校・高校吹奏楽部が演奏を、
帯広北高校ブレイクダンス部はダンスを披露。今年は防災
資機材の体験も行われ、多くの方が興味を示していました。

日本郵便が広尾サンタランド認定４０周年記念フレーム切
手シートを作成。広尾郵便局の鈴木局長と音調津郵便局の
會川局長が訪れ、田中町長に贈りました。シートは110円
切手10種を含む構成。両局長は「特別企画の販売。多く
の方に購入いただき、ＰＲ拡大に」と、田中町長は「素晴
らしい。ともに盛り上げたい」と共鳴しました。

左から、及川副町長、角倉会長、佐藤社長、田中町長左から、及川副町長、角倉会長、佐藤社長、田中町長

集合写真（前列右から3人目：岡田会長）集合写真（前列右から3人目：岡田会長）

こどもカフェで注文する来場者こどもカフェで注文する来場者

左から広尾郵便局の鈴木修局長、田中町長左から広尾郵便局の鈴木修局長、田中町長

11/1

11/10

11/2

11/12
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タ ウ ン ト ピ ッ ク ス

ふるさと給食

第63回秋の芸術祭
芸能発表部門

町内会女性部連絡会
ボランティア清掃

JR 北海道バス㈱へ
要望書提出

地元の味覚楽しむ

「 芸 術 の 秋 」到 来

隅 々 ま で 丁 寧 に

「サンタ号」再開要望

広尾漁協昆布漁業部会（白橋公洋部会長）から町内小・中
学校、高校の給食用に「広尾昆布」が無償提供されました。
同部会から９回目のご厚志です。今回のメニューは「広尾
産昆布入り和風スープスパゲティ」。豊似小学校２年生の
山本悠

はる
陽
ひ

さんは「昆布がいい味を出しておいしかったです！」
と満足した様子で話していました。

広尾町文化協会（小田雅二会長）主催、秋の芸術祭「芸能
発表部門」が児童福祉会館で開かれ、144人が来場しまし
た。町内の文化サークルなど11団体が出演。迫力ある演
奏や美しいダンスなどを披露し、来場者は「どの発表も良
かった。来年も楽しみ」と話しました。11月６～10日には、
展示発表部門も行われ、見事な作品が展示されました。

町内会女性部連絡会（白幡すみ子会長）が青少年研修セン
ターのボランティア清掃を行いました。各町内会女性部か
ら計25人が参加し、宿泊棟の玄関や食堂、宿泊室など１
階と２階に分かれて作業。利用する方が快適に過ごせるよ
う隅々まで丁寧に清掃しました。同会には毎年ご協力をい
ただいており、来年も実施する予定です。

広尾町と札幌市を結ぶ都市間バス「高速ひろおサンタ号」
は運転手不足により、令和５年11月から運行を休止し
ています。町民から再開を望む声が強いことから、田中
町長と池田拓

ひらく
浦河町長が運行会社のジェイ・アール北

海道バス㈱（札幌市）を訪れ、広尾町、大樹町、浦河町
の３町連名の再開要望書を田畑正信社長へ手渡しました。

おいしい給食で笑顔に！おいしい給食で笑顔に！

広尾高校吹奏楽部も出演しました広尾高校吹奏楽部も出演しました

手際良く作業を行いました手際良く作業を行いました

田畑社長（中央）田畑社長（中央）

11/15

11/17

11/17

11/25
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タ ウ ン ト ピ ッ ク ス

北海道応援大使プロジェクト
選手交流会2024　学校訪問

永年勤続優良
商工従業員表彰式典

生涯学習まちづくりセミナー

広尾町仏教会が寄附

子どもたちの歓声響く

広尾町のために尽力

自然の恵みを楽しみ守る

子ども達のために

北海道日本ハムファイターズの金
かねむらしょうま

村尚真投手（右）と
根
ね も と は る か

本悠楓投手（左）が広尾小学校（斉藤貴史校長）を訪問
しました。体育館で児童からの質問コーナーやキャッチボー
ルで交流しました。最後に両投手は児童へ「来シーズンの
日本一へ向けて頑張りますので、応援をお願いします」と
メッセージを送りました。

令和６年度永年勤続優良商工従業員表彰式典（広尾町商工
会主催）が商工会館で開かれました。齊藤政明会長は「今
後も広尾町の繁栄のためにご尽力いただきたい。物価高騰
で大変な時代ですが、一緒に協力して乗り切りましょう」
とあいさつ。その後、表彰者22人のうち、出席した10人
に齊藤会長から表彰状が贈呈されました。

生涯学習まちづくりセミナー（広尾町など４団体が主催）
がコミセンで開かれ、45人が参加しました。講師は、環
境省の栁

やなぎた
田邦

く
玲
れ

雄
お

さん。「日高山脈襟裳十勝国立公園の魅
力について」と題し魅力を伝えました。日高山脈の地形や
動植物、国立公園のことなどを説明。栁田さんは「地域全
体で自然の恵みを楽しみ、守りましょう」と話しました。

広尾町仏教会（伊藤了会長）から「教育振興資金、特に社
会教育分野に」と、現金20万円の寄附をいただきました。
同会には、これまでも継続して同様の寄附をいただいてい
ます。この日、会長と同会の方々が教育委員会を来訪。伊
藤会長は「広尾町の子ども達が健やかに育ってほしい、と
いう思いがこもっています」と話しました。

来シーズンのさらなる活躍を期待しています！来シーズンのさらなる活躍を期待しています！

表彰された勤続従業員の皆さん表彰された勤続従業員の皆さん

美しい自然の魅力を伝える栁田さん美しい自然の魅力を伝える栁田さん

左から、山岸教育長、伊藤会長左から、山岸教育長、伊藤会長

11/27

11/28

11/27

12/2
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このページの各項目については問表示の担当へ、電話でお問い合わせをお願いします。お知らせ広場
国
保
病
院
職
員　
募
集

○
職
種
・
募
集
人
数
・
給
料
・
応
募
資
格

※
次
の
金
額
は
最
低
賃
金
額
で
す
。

　
経
験
年
数
に
よ
り
算
定
し
ま
す
。

（
正
規
職
員
）

・
薬
剤
師　
１
人

　
月
額
：
2
4
4
，
4
0
0
円
～

　
資
格
：
薬
剤
師
免
許
の
有
資
格
者

・
看
護
師
・
准
看
護
師　
若
干
名

　
月
額
（
看
護
師
）：

�

2
4
9
，
4
0
0
円
～

　
月
額
（
准
看
護
師
）：

�

2
0
7
，
7
0
0
円
～

　
※
別
途
夜
勤
手
当
等
各
種
手
当
あ
り

　
資
格
：�

看
護
師
ま
た
は
准
看
護
師
免

許
の
有
資
格
者

・
訪
問
看
護
師　
１
人

　
月
額
（
看
護
師
）：

�

2
4
9
，
4
0
0
円
～

　
月
額
（
准
看
護
師
）：

�

2
0
7
，
7
0
0
円
～

　
資
格
：�

看
護
師
ま
た
は
准
看
護
師
免

許
の
有
資
格
者

　
　
　
　

�

普
通
自
動
車
免
許
（
Ａ
Ｔ
限

定
可
）

・
言
語
聴
覚
士
・
理
学
療
法
士　

�

若
干
名

　
月
額
：
2
2
7
，
4
0
0
円
～

　
資
格
：�

言
語
聴
覚
士
ま
た
は
理
学
療

法
士
の
有
資
格
者

・
医
療
事
務
職
員　
１
人

　
月
額
：
1
9
4
，
4
0
0
円
～

募
集

　
資
格
：
１
年
以
上
の
実
務
経
験
者

○
雇
用
期
間　

　

２
月
１
日
～

○
応
募
方
法

　

�

履
歴
書
（
顔
写
真
貼
付
）、
職
務
経

歴
書
に
各
免
許
証
を
添
え
、
国
保
病

院
へ
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

○
試
験
方
法　

　
面
接
（
全
員
）

　
適
性
検
査（
薬
剤
師
・
医
療
事
務
職
員
）

○
試
験
日
時
・
場
所

　
後
日
、
応
募
さ
れ
た
方
へ
通
知

問　
国
保
病
院
総
務
係

　
　
（
℡
２・
３
１１１


）

ス
ク
ー
ル
バ
ス
運
転
手　
募
集

○
職
種
・
募
集
人
数
・
給
料
・
応
募
資
格

（
会
計
年
度
任
用
職
員
）

・
ス
ク
ー
ル
バ
ス
運
転
手　
若
干
名

　
時
給
：
１
，
８
００

円

・
代
替
運
転
手
兼
巡
回
公
務
補
�

若
干
名

　
時
給
：
１
，
４
５
８
円

○
応
募
資
格

　

�

65
歳
未
満
の
健
康
な
方
で
大
型
自
動

車
運
転
免
許
、
も
し
く
は
中
型
自
動

車
運
転
免
許
取
得
者

○
応
募
方
法

　

�

履
歴
書
（
顔
写
真
貼
付
）
を
管
理
課

総
務
係
へ
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

○
選
考
方
法　
面
接
試
験

○
面
接
日
時

　
後
日
、
応
募
さ
れ
た
方
へ
通
知

問　
管
理
課
総
務
係

　
　
（
℡
２・
０１

８
６
）

保
育
園
（
所
）
職
員　
募
集

○
職
種
・
募
集
人
数
・
給
料
・
応
募
資
格

（
会
計
年
度
任
用
職
員
）

・
保
育
士　
１
人

　
月
額
：
１９

５
，
８
００

円
～

　
資
格
：�

保
育
士
資
格
ま
た
は
幼
稚
園

教
諭
免
許
を
お
持
ち
の
方

・
代
替
保
育
士
（
午
後
勤
務
）
２
人

　
時
給
：
１
，
１９０


円

　
資
格
：�

保
育
士
資
格
ま
た
は
幼
稚
園

教
諭
免
許
を
お
持
ち
の
方

・
看
護
師
・
准
看
護
師　
若
干
名

　
看
護
師　
時
給
：
１
，
７
５
５
円

　
准
看
護
師　
時
給
：
１
，
３
８
１
円

　
資
格
：�

看
護
師
等
免
許
を
お
持
ち
の

方

・
公
務
補　
１
人

　
時
給
：
１
，
４
５
８
円

　
勤
務
場
所
：
ひ
ろ
お
保
育
園

・
代
替
清
掃
員　
１
人

　
時
給
：
１
，
１００


円

　
勤
務
場
所
：
豊
似
保
育
所

○
雇
用
期
間

　
４
月
１
日
～
（
更
新
あ
り
）

○
応
募
方
法

　
�

１
月
31
日
（
金
）
ま
で
に
履
歴
書
（
顔

写
真
貼
付
）
を
児
童
係
へ
提
出
し
て

く
だ
さ
い
。

○
試
験
方
法

　
面
接
（
全
員
）

○
試
験
日
時
・
場
所

　
応
募
さ
れ
た
方
へ
通
知

問　
児
童
係
（
℡
２・
０１７２



）

自
衛
官
募
集

　
自
衛
隊
で
は
、
次
の
と
お
り
各
種
学

生
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

問　
自
衛
隊
帯
広
募
集
案
内
所

　
　
（
帯
広
市
西
５
南
14
）

　
　
（
℡
０１

５
５・
2
3・
８
７１

８
）

▼�

自
衛
隊
帯
広
地
方
協
力
本
部
の
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
も
ご
覧
く
だ
さ
い
。

募集種目 応募資格 受付期間 試 験 日

自衛官候補生
18歳以上33歳未満の方
※�採用時期により異な

ります。
随時受付しています。受付時にご案内します。

高等工科学校生徒
（一般試験）

15歳以上17歳未満の男子
※�平成20年４月２日から

平成22年４月１日まで
の間に生まれた方

１月16日（木）まで
１次：１月25日（土）
２次：２月16日（日）
※試験会場：帯広市内
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このページの各項目については問表示の担当へ、電話でお問い合わせをお願いします。お知らせ広場
　

�https://w
w

w
.m

od.go.jp/
pco/obihiro/

ア
イ
ス
ス
ト
ッ
カ
ー
体
験
会

参
加
者
募
集

　
総
合
型
地
域
ス
ポ
ー
ツ
事
業
と
し
て

ア
イ
ス
ス
ト
ッ
カ
ー
体
験
会
を
実
施
し

ま
す
。

○
日
時　
１
月
19
日
（
日
）

　
　
　
　
午
前
10
時

○
会
場　
広
尾
小
学
校

　
　
　
　
ス
ケ
ー
ト
リ
ン
ク

○
対
象
者　
制
限
な
し

○
申
込
方
法

　

�

１
月
９
日
（
木
）
ま
で
に
申
込
用
紙

に
必
要
事
項
を
記
入
し
、
社
会
教
育

係
へ
お
申
込
み
く
だ
さ
い
。

　

�

な
お
、
申
込
用
紙
は
教
育
委
員
会
窓

口
及
び
青
少
年
研
修
セ
ン
タ
ー
、
勤

労
者
体
育
セ
ン
タ
ー
で
配
布
し
て
い

ま
す
。

問　
社
会
教
育
係
（
℡
２・
０１

８
１
）

広
尾
町
ナ
チ
ュ
ラ
ル
・
ビ
ズ
・

ス
タ
イ
ル
の
試
行

　
広
尾
町
役
場
で
は
こ
れ
ま
で
、
地
球

温
暖
化
対
策
の
一
環
と
し
て
温
室
効
果

ガ
ス
排
出
を
抑
制
す
る
た
め
、
夏
季
間

に
「
ノ
ー
ネ
ク
タ
イ
」「
ノ
ー
ジ
ャ
ケ
ッ

ト
」
な
ど
、
軽
装
で
執
務
を
行
う
「
ク
ー

お
知
ら
せ

ル
ビ
ズ
」
に
取
り
組
ん
で
き
ま
し
た
。

　

ま
た
、
令
和
６
年
６
月
24
日
に
は

「
ゼ
ロ
カ
ー
ボ
ン
シ
テ
ィ
」
を
宣
言
し
、

２０

５
０
年
ま
で
に
二
酸
化
炭
素
排
出

実
質
ゼ
ロ
に
す
る
こ
と
を
目
指
す
と
と

も
に
「
地
方
公
共
団
体
実
行
計
画
（
区

域
施
策
編
）」
を
今
後
策
定
し
、
地
球

温
暖
化
対
策
を
さ
ら
に
推
進
し
て
い
く

予
定
で
す
。

　
来
年
度
よ
り
、
こ
れ
ま
で
の
取
り
組

み
を
発
展
さ
せ
、
個
別
の
期
間
に
設
定

を
行
わ
ず
に
職
員
一
人
一
人
が
主
体
的

に
判
断
す
る
「
ナ
チ
ュ
ラ
ル
・
ビ
ズ
・

ス
タ
イ
ル
」
へ
移
行
し
、
年
間
を
通
し

て
省
エ
ネ
や
節
電
を
強
く
意
識
し
た
働

き
や
す
い
服
装
で
執
務
を
行
う
取
組
を

進
め
て
い
き
ま
す
。

　
そ
れ
に
伴
い
、
１
月
～
３
月
ま
で
の

間
を
ナ
チ
ュ
ラ
ル
・
ビ
ズ
・
ス
タ
イ
ル

の
試
行
期
間
と
し
て
設
定
し
、
ノ
ー
ネ

ク
タ
イ
や
体
温
を
上
げ
る
重
ね
着
な
ど
、

働
き
や
す
い
服
装
で
執
務
を
行
い
ま
す
。

来
庁
す
る
皆
さ
ん
の
ご
理
解
を
よ
ろ
し

く
お
願
い
し
ま
す
。

○
試
行
期
間

　
１
月
～
３
月
ま
で

○
本
格
実
施
予
定

　
４
月
１
日
よ
り

問　
総
務
課
総
務
係

　
　
（
℡
２・
0
1
7
5
）

屋
根
の
雪
下
ろ
し
費
用
助
成

　
高
齢
者
等
の
所
得
税
が
非
課
税
の
世

帯
を
対
象
に
、
住
宅
の
屋
根
の
雪
下
ろ

し
費
用
の
一
部
を
助
成
し
て
い
ま
す
。

　
詳
し
く
は
、お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

○
対
象
世
帯

①�

世
帯
全
員
が
65
歳
以
上
の
高
齢
者
世

帯
②
ひ
と
り
親
世
帯

③
障
が
い
者
の
み
の
世
帯

※�

事
前
に
福
祉
係
へ
の
申
請
が
必
要
で

す
。
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

問　
福
祉
係
（
℡
２・
０１７２



）

所
得
税
の
還
付
申
告

　
令
和
６
年
分
の
給
料
な
ど
か
ら
源
泉

徴
収
さ
れ
た
所
得
税
は
、
次
の
よ
う
な

場
合
、還
付
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

①
住
宅
の
新
築
や
増
改
築
を
し
た
方

　
（
住
宅
ロ
ー
ン
控
除
）

②�

年
末
調
整
で
扶
養
者
な
ど
の
控
除
も

れ
が
あ
っ
た
方

③�

医
療
費
控
除
・
雑
損
控
除
・
寄
附
金

控
除
な
ど
が
適
用
に
な
る
方

　
①
～
③
に
該
当
す
る
方
は
１
月
20
日

（
月
）
か
ら
受
け
付
け
ま
す
。
お
早
め

の
申
告
を
お
す
す
め
し
ま
す
。

　
な
お
、
事
業
収
入
な
ど
の
確
定
申
告

の
受
付
は
、
２
月
17
日
（
月
）
か
ら
行

い
ま
す
。

　
ま
た
、
個
人
番
号
（
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
）

の
記
載
が
必
要
と
な
り
ま
す
の
で
忘
れ

ず
に
持
参
し
て
く
だ
さ
い
。

問　
帯
広
税
務
署

　
　
（
℡
０１

５
５・
2
4・
２１

６
１
）

　
　
課
税
係
（
℡
２・
０１７４



）

水
道
・
水
洗
ト
イ
レ
の

凍
結
に
注
意

☆
こ
ん
な
と
き
は
要
注
意

①�

外
気
温
が
お
お
よ
そ
マ
イ
ナ
ス
４
℃

以
下
に
な
っ
た
と
き
。

②�

１
日
中
外
気
温
が
氷
点
下
の
と
き
。

③�

旅
行
な
ど
で
長
期
間
水
道
を
使
用
し

な
い
と
き
。

○
水
道
の
凍
結
防
止

　

�

蛇
（
じ
ゃ
）
口
を
開
き
、
水
ぬ
き
栓

の
ハ
ン
ド
ル
ま
た
は
レ
バ
ー
を
操
作

し
、
水
を
落
と
し
ま
し
ょ
う
。

○
水
洗
ト
イ
レ
の
凍
結
防
止

①�

厳
寒
期
は
、
便
器
の
電
熱
ヒ
ー
タ
ー

を
入
れ
ま
し
ょ
う
。

②�

長
期
間
不
在
に
す
る
場
合
は
水
ぬ
き

栓
を
止
め
、
タ
ン
ク
を
空
に
し
、
便

器
に
不
凍
液
を
入
れ
ま
し
ょ
う
。

問　
上
下
水
道
施
設
係

　
　
（
℡
２・
０１７


３
）

年末年始の水道･下水道当番店
月日 指定当番店

12月28日（土）
㈲　田　中　建　設
℡２・３３３８12月29日（日）

12月30日（月）
12月31日（火）

キタハラ番場商会
℡２・２２７６１月１日（水）

１月２日（木）
１月３日（金）

㈱　畑　下　興　業
℡２・５８８８１月４日（土）

１月５日（日）
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このページの各項目については問表示の担当へ、電話でお問い合わせをお願いします。お知らせ広場
公
共
施
設
の
年
末
年
始
休
業

●
役
場

　
12
月
28
日
（
土
）
～
１
月
５
日
（
日
）

※�

出
生
、
婚
姻
、
死
亡
届
な
ど
は
、
正

面
玄
関
右
手
の
警
備
員
室
で
休
み
中

も
受
け
付
け
ま
す
。

問　
総
務
係
（
℡
２・
０１７


５
）

●
老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー
公
衆
浴
場

○
臨
時
営
業　
12
月
31
日
（
火
）

　
午
後
３
時
～
６
時

　
（
最
終
入
場
は
午
後
５
時
半
）

○
休
業
日

　
１
月
１
日
（
水
）
～
３
日
（
金
）

※
４
日
（
土
）
か
ら
平
常
営
業
し
ま
す
。

問　
福
祉
係
（
℡
２・
０１７２



）

　
　
老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー

　
　
（
℡
２・
６
６
１４

）

●
国
保
病
院

　
12
月
28
日
（
土
）
～
１
月
５
日
（
日
）

　

�

※�

緊
急
の
場
合
は
、
休
み
中
も
受
け

付
け
ま
す
。

問　
国
保
病
院
（
℡
２・
３
１１１


）

年
末
年
始
の
ご
み
・
し
尿
収
集

【
ご
み
収
集
】

　
12
月
27
日
（
金
）
ま
で
、
ご
み
収
集

を
行
い
ま
す
。

　
ま
た
、
南
十
勝
環
境
衛
生
セ
ン
タ
ー

へ
の
ご
み
の
持
ち
込
み
は
、
27
日
（
金
）

正
午
ま
で
で
す
。

〇
通
常
収
集
休
み

　
12
月
28
日
（
土
）
～
１
月
５
日
（
日
） 

　
※�

こ
の
期
間
は
、
ご
み
の
持
ち
込
み

も
で
き
ま
せ
ん
。

〇�

12
月
30
日
（
月
）
に
臨
時
で
月
曜
日

に
「
燃
え
る
ご
み
」
を
収
集
し
て
い

る
区
域
の
み
「
燃
え
る
ご
み
」
を
収

集
し
ま
す
。

※�

臨
時
収
集
日
に
南
十
勝
環
境
衛
生
セ

ン
タ
ー
へ
の
持
ち
込
み
は
で
き
ま
せ
ん
。

〇
収
集
区
域

〇�

１
月
６
日
（
月
）
か
ら
通
常
収
集
及

び
持
ち
込
み
ご
み
を
受
け
入
れ
ま
す
。

【
し
尿
収
集
】

　
し
尿
収
集
は
12
月
24
日
（
火
）
で
終

了
し
ま
す
。

〇
申
込
先　
広
尾
衛
生
社
（
西
１
ー
２
）

　
℡
２・
２２２２




〇
受
付
時
間

　
平
日
：
午
前
８
時
～
午
後
５
時

〇
休
み
期
間

　
12
月
25
日
（
水
）
～
１
月
５
日
（
日
）

問　
環
境
生
活
係
（
℡
２・
０１７１



）

新
１
年
生
と

保
護
者
の
皆
さ
ん
へ

　
今
年
４
月
、
町
内
小
学
校
に
36
人
の

児
童
が
入
学
す
る
予
定
で
す
。

　
新
１
年
生
と
な
る
の
は
、
平
成
30
年

４
月
２
日
か
ら
平
成
31
年
４
月
１
日
に

生
ま
れ
た
お
子
さ
ん
で
す
。

　
新
入
学
児
童
の
保
護
者
に
は
、
入
学

指
定
校
を
記
載
し
た
入
学
通
知
書
を
今

月
末
ま
で
に
送
付
し
ま
す
。

問　
学
校
教
育
係
（
℡
２・
０１

８
６
）

小
学
校
入
学
に
向
け
て

　
四
月
に
小
学
生
に
な
る
お
子
様
を
お

持
ち
の
保
護
者
の
皆
様
、
い
よ
い
よ
入

学
の
日
が
近
づ
い
て
き
ま
し
た
。
心
よ

り
お
喜
び
申
し
上
げ
ま
す
。
町
内
小
学

校
の
児
童
・
教
職
員
一
同
、
新
一
年
生

の
入
学
を
今
か
ら
心
待
ち
に
し
て
い
ま

す
。
広
尾
小
学
校
で
は
、
新
入
学
児
童

対
象
の
保
護
者
説
明
会
の
中
で
就
学
前

に
子
ど
も
達
に
身
に
付
け
て
ほ
し
い
こ

と
と
し
て
、
以
下
の
八
点
に
つ
い
て
お

話
し
て
い
ま
す
。（
表
現
に
違
い
が
あ

る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
、
ど
の
学
校
に

も
共
通
す
る
身
に
付
け
て
ほ
し
い
内
容

だ
と
考
え
ま
す
。）

一　
「
は
い
」
と
言
え
る
子
に

二　
「
あ
り
が
と
う
」
と
言
え
る
子
に

三　

�「
ご
め
ん
な
さ
い
」
と
言
え
る
子
に

四　
あ
い
さ
つ
が
で
き
る
子
に

五　
で
き
る
こ
と
は
自
分
で
す
る
子
に

六　
き
ま
り
を
守
る
子
に

七　
い
じ
め
を
し
な
い
子
に

八　

�

で
き
れ
ば
…
ひ
ら
が
な
が
読
め
る

と
世
界
が
広
が
り
ま
す

　
こ
れ
ら
は
、
子
ど
も
達
が
学
校
生
活

を
楽
し
く
、
元
気
で
安
全
に
過
ご
し
て

い
く
た
め
の
基
本
と
な
る
内
容
で
す
。

し
か
し
、
現
在
の
お
子
様
の
姿
と
こ
の

八
点
の
身
に
付
け
て
ほ
し
い
こ
と
を
照

ら
し
合
わ
せ
た
時
に
、
不
安
を
感
じ
る

保
護
者
の
方
も
い
ら
っ
し
ゃ
る
か
も
し

れ
ま
せ
ん
。
で
す
が
、
必
要
以
上
に
心

配
は
な
さ
ら
な
い
で
く
だ
さ
い
。
子
ど

も
の
成
長
に
は
時
間
が
か
か
る
も
の
で

す
し
、
個
々
で
成
長
の
時
期
や
ス
ピ
ー

ド
、
個
性
も
異
な
り
ま
す
。
た
だ
、
入

学
ま
で
に
は
ま
だ
時
間
が
あ
り
ま
す
の
で
、

八
つ
の
身
に
付
け
て
ほ
し
い
こ
と
を
意

識
し
た
ご
家
庭
で
の
関
わ
り
や
声
か
け

を
し
て
い
た
だ
け
る
と
あ
り
が
た
い
で

す
。
そ
の
関
わ
り
や
声
か
け
が
、
深
層

心
理
に
刻
ま
れ
、
そ
の
子
に
応
じ
た
定

着
に
つ
な
が
っ
て
い
く
も
の
だ
と
考
え

ま
す
。
入
学
前
後
は
子
ど
も
も
保
護
者

も
不
安
な
気
持
ち
で
一
杯
で
す
。
で
す

か
ら
「
そ
ん
な
こ
と
を
し
て
い
た
ら
先

生
に
怒
ら
れ
る
よ
」
と
い
っ
た
学
校
に

行
く
の
が
不
安
に
な
っ
た
り
、
萎
縮
し

た
り
す
る
よ
う
な
声
か
け
は
控
え
て
く

だ
さ
い
。「
学
校
は
と
て
も
楽
し
い
と

こ
ろ
」
と
い
う
期
待
に
胸
を
ふ
く
ら
ま

せ
て
登
校
で
き
る
プ
ラ
ス
思
考
の
言
葉

を
た
く
さ
ん
か
け
て
ほ
し
い
と
思
い
ま
す
。

そ
し
て
、
で
き
た
時
に
は
、
た
く
さ
ん

認
め
、
褒
め
て
い
た
だ
く
な
ど
、
自
己

肯
定
感
が
高
ま
る
よ
う
な
関
わ
り
や
声

該当町内会

音調津、桜、山フンベ、
中広尾、新生、野塚市街、
野塚、豊似市街、紋別、東豊似

上浜、入舟町、会所、
防人、緑町、朝日、
５丁目、６丁目

※「燃えるごみ」のみ収集
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このページの各項目については問表示の担当へ、電話でお問い合わせをお願いします。お知らせ広場
か
け
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　
私
た
ち
教
職
員
は
、
学
校
生
活
の
中

で
見
ら
れ
る
、
子
ど
も
達
の
無
限
の
可

能
性
に
日
々
驚
か
さ
れ
る
こ
と
ば
か
り

で
す
。
子
ど
も
達
が
も
つ
潜
在
的
な
力

を
信
じ
て
、
広
い
心
で
見
守
っ
て
い
け

る
、
そ
ん
な
大
人
で
あ
り
た
い
と
考
え

て
い
ま
す
。　

　
広
尾
町
の
宝
で
あ
る
子
ど
も
達
が
心

身
と
も
に
健
や
か
に
成
長
す
る
た
め
に
、

家
庭
・
地
域
・
学
校
が
一
体
と
な
っ
て

教
育
活
動
を
進
め
て
い
け
る
よ
う
、
今

後
と
も
ご
協
力
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
い

た
し
ま
す
。

　
広
尾
町
校
長
会　
会
長

　
　
　
　
広
尾
小
学
校
長　
斉
藤
貴
史

問　
学
校
教
育
係
（
℡
２・
０１

８
６
）

２
０
２
５
年
農
林
業
セ
ン
サ
ス

　
令
和
７
年
２
月
１
日
現
在
で
「
２０２



５
年
農
林
業
セ
ン
サ
ス
」
を
実
施
し
ま
す
。

　
こ
の
調
査
は
、
今
後
の
農
林
業
の
政

策
に
役
立
て
る
た
め
に
５
年
ご
と
に
実

施
さ
れ
る
極
め
て
大
切
な
調
査
で
す
。

　
12
月
中
旬
以
降
か
ら
調
査
員
が
農
林

業
関
係
者
の
方
々
を
訪
問
し
ま
す
。
調

査
票
に
農
林
業
の
経
営
状
況
な
ど
の
記

入
を
お
願
い
し
ま
す
。

　
回
答
内
容
は
、
統
計
を
作
成
す
る
た

め
だ
け
に
使
わ
れ
ま
す
。
皆
さ
ん
の
お

宅
や
会
社
な
ど
に
調
査
員
が
調
査
に
伺
っ

た
際
は
、
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

問　
ふ
れ
あ
い
の
係

　
　
（
℡
２・
０１

８
４
）

電
動
生
ご
み
処
理
機
購
入

事
業
補
助
金
申
請
期
限
は

１
月
末
ま
で

　
９
月
か
ら
申
請
の
受
付
を
開
始
し
た

電
動
生
ご
み
処
理
機
購
入
事
業
補
助
金

の
申
請
期
限
は
１
月
31
日
（
金
）
ま
で

で
す
。

　
家
庭
か
ら
出
る
生
ご
み
の
処
理
に
お

困
り
の
方
や
、
電
動
生
ご
み
処
理
機
の

購
入
を
検
討
し
て
い
る
方
は
、
ぜ
ひ
当

補
助
金
を
ご
活
用
く
だ
さ
い
。

〇
補
助
の
内
容

　
�

家
庭
用
電
動
生
ご
み
処
理
機
購
入
費

用
の
２
分
の
１
（
上
限
５
万
円
）
を

補
助
。

　
詳
し
く
は
、
環
境
生
活
係
ま
で
お
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問　
環
境
生
活
係
（
℡
２・
０１７１



）

国
民
健
康
保
険
医
療
制
度

お
知
ら
せ
の
補
足

　
広
報
12
月
号
に
掲
載
し
た
「
国
民
健

康
保
険
医
療
制
度
の
お
知
ら
せ
」
で
『
限

度
額
適
用
・
標
準
負
担
額
減
額
認
定
証

が
発
行
さ
れ
な
く
な
る
』
と
お
知
ら
せ

し
ま
し
た
が
、
国
民
健
康
保
険
に
加
入

し
て
い
る
方
で
、
マ
イ
ナ
保
険
証
の
利

用
登
録
を
さ
れ
て
い
な
い
方
に
は
、
申

請
に
よ
り
発
行
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

詳
し
く
は
、
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問　
国
保
係
（
℡
２・
０１７１



）

除
排
雪
作
業
に
ご
協
力
を

　
道
路
の
除
排
雪
が
必
要
な
時
期
と
な

り
ま
し
た
。

　
毎
年
、
道
路
の
除
排
雪
に
ご
理
解
を

い
た
だ
い
て
い
ま
す
が
、
安
全
で
効
率

良
く
除
排
雪
作
業
を
行
う
た
め
次
の
点

に
引
き
続
き
町
民
の
皆
さ
ん
の
ご
理
解

と
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

○
間
口
の
雪
処
理
に
ご
協
力
を

　

�

除
雪
車
通
過
後
、
玄
関
前
な
ど
に
ど

う
し
て
も
雪
が
残
っ
て
し
ま
い
ま
す
。

　

�

大
変
ご
苦
労
を
お
か
け
し
ま
す
が
、

残
さ
れ
た
間
口
の
雪
は
各
ご
家
庭
で

処
理
を
し
て
い
た
だ
き
ま
す
よ
う
お

願
い
し
ま
す
。

○
路
上
駐
車
は
や
め
ま
し
ょ
う

　

�

除
雪
作
業
に
支
障
を
き
た
す
ば
か
り

で
な
く
、
緊
急
車
両
通
行
の
妨
げ
に

も
な
り
ま
す
。

○�

道
路
・
歩
道
に
物
を
置
か
な
い
で
く

だ
さ
い

○�

交
差
点
や
道
路
・
歩
道
に
雪
を
捨
て

る
、
機
械
で
積
み
上
げ
る
行
為
は
や

め
ま
し
ょ
う

　

�

作
業
の
遅
れ
に
つ
な
が
る
ば
か
り
で

な
く
、
交
通
事
故
の
原
因
に
な
り
大

変
危
険
で
す
。
ま
た
、
消
火
栓
付
近

へ
雪
を
捨
て
る
行
為
も
や
め
ま
し
ょ
う
。

○�
除
雪
作
業
車
は
危
険
な
の
で
、
絶
対

近
づ
か
な
い
で
く
だ
さ
い

○�

指
定
し
た
雪
堆
積
場
以
外
に
雪
を
捨

て
る
の
は
や
め
ま
し
ょ
う

◇
指
定
雪
捨
て
場
所
図
◇

　
指
定
雪
堆
積
場
は
、
図
の
と
お
り
と

な
り
ま
す
。
10
ｔ
ト
ラ
ッ
ク
等
で
排
雪

を
行
う
場
合
、
事
前
に
連
絡
を
頂
け
れ

ば
、
排
雪
時
に
合
わ
せ
て
雪
押
し
を
行

い
ま
す
。
な
お
、
業
者
委
託
分
を
除
く

個
人
住
宅
（
２
ｔ
ト
ラ
ッ
ク
ま
で
）
の

排
雪
は
、
指
定
雪
堆
雪
場
の
ほ
か
、
旧

町
立
病
院
跡
地
（
丸
山
通
南
３
）
で
も

受
け
入
れ
て
い
ま
す
。

問　
車
両
係
（
℡
２・
２２０１



）

○広尾地区雪堆積場○豊似地区雪堆積場

※雪堆積場への出入の際は、十分に注意してください。
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このページの各項目については問表示の担当へ、電話でお問い合わせをお願いします。お知らせ広場
入
札
等
参
加
資
格
審
査
申
請

（
指
名
願
）
の
受
付

　

広
尾
町
が
発
注
す
る
令
和
７・
８
年

度
の
工
事
の
請
負
、
物
品
の
納
入
、
測

量
や
設
計
の
業
務
な
ど
に
よ
る
入
札
等

参
加
資
格
審
査
申
請
（
指
名
願
）
の
受

付
を
次
の
と
お
り
行
い
ま
す
。

　
希
望
さ
れ
る
方
は
、
期
日
厳
守
の
う

え
手
続
き
を
済
ま
せ
て
く
だ
さ
い
。
期

間
内
到
着
で
あ
れ
ば
、
郵
送
で
も
受
付

し
ま
す
。
郵
送
す
る
場
合
は
、
返
信
用

封
筒
に
切
手
を
貼
り
付
け
し
、
申
請
書

と
一
緒
に
送
付
し
て
く
だ
さ
い
。

○
受
付
期
間

　

２
月
３
日
（
月
）
～
２
月
28
日
（
金
）

　
※
土
、
日
、
祝
祭
日
は
除
き
ま
す

○
受
付
時
間

　
午
前
９
時
～
午
後
４
時
半

○
受
付
場
所

　
役
場
２
階 

総
務
課
管
財
契
約
係

○
物
品
・
役
務
の
申
請
書
配
布
場
所

　
役
場
２
階 

総
務
課
窓
口

問　
管
財
契
約
係
（
℡
２・
０１７


５
）

所
得
税
等
の
申
告
に

利
用
で
き
ま
す

　
障
害
者
手
帳
な
ど
を
お
持
ち
で
な
く

て
も
、
65
歳
以
上
で
要
介
護
認
定
を
受

け
て
い
る
方
、
も
し
く
は
そ
の
高
齢
者

を
扶
養
し
て
い
る
方
は
、
認
定
書
に
よ

り
障
害
者
控
除
を
受
け
る
こ
と
が
で
き

ま
す
。

　
お
気
軽
に
介
護
保
険
係
へ
ご
相
談
く

だ
さ
い
。

○�

障
害
者
控
除
を
受
け
る
こ
と
が
で
き

る
方

①�

令
和
６
年
中
に
要
介
護
認
定
を
受
け

て
い
る
65
歳
以
上
の
方

※�

た
だ
し
、
町
長
が
定
め
る
認
定
基
準

に
よ
り
、
障
害
な
ど
と
判
断
さ
れ
る

状
態
に
あ
る
方

②
①
の
高
齢
者
を
扶
養
し
て
い
る
方

問　
介
護
保
険
係
（
℡
２・
０１７２



）

筋
ト
レ
を
楽
し
む
会

〜
楽
し
く
運
動
を
続
け
て
い
ま
す
〜

　
介
護
予
防
の
た
め
の
教
室
「
こ
ろ
ば

ぬ
た
め
の
貯
筋
教
室
」
を
修
了
し
た
方
々

が
定
期
的
に
集
ま
っ
て
、
体
操
を
し
て

い
ま
す
。

　
毎
回
10
～
15
人
程
度
の
参
加
が
あ
り

ま
す
。
お
手
本
の
映
像
を
見
な
が
ら
普

段
使
わ
な
い
筋
肉
を
使
い
、
効
果
的
な

運
動
を
楽
し
く
行
っ
て
い
ま
す
。

　
以
前
「
こ
ろ
筋
教
室
」
に
参
加
し
た

方
、
筋
力
を
維
持
・
向
上
す
る
た
め
に

一
緒
に
運
動
を
し
ま
せ
ん
か
？

○
日　
程　
原
則
第
２
・
第
４
金
曜
日

　
　
　
　
　
午
前
10
時
〜
11
時

＊�

「
活
き
活
き
お
出
か
け
カ
レ
ン
ダ
ー
」

で
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

○
場　
所　
老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー

○
持
ち
物　
水
分
、
タ
オ
ル
、

　
　
　
　
　
介
護
予
防
ポ
イ
ン
ト
手
帳

○
参
加
費　
無
料

問　
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

　
　
（
℡
２・
３
３
７０

）

献
血
に
ご
協
力
を
！

　
移
動
献
血
車
ひ
ま
わ
り
号
が
、
町
内

を
巡
回
し
ま
す
。
病
気
や
け
が
な
ど
で

輸
血
を
必
要
と
し
て
い
る
患
者
さ
ん
の

尊
い
生
命
を
救
う
た
め
、
皆
さ
ん
の
ご

協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

○
運
行
日
時
・
場
所

　

２
月
５
日
（
水
）

・
午
前
10
時
～
11
時
10
分

　
警
察
署
前
（
並
木
東
１
）

・
午
後
１
時
～
３
時

　
役
場
前
（
西
４
ー
７
）

・
午
後
３
時
30
分
～
４
時

　
健
康
管
理
セ
ン
タ
ー
前
（
公
園
南
４
）

問　
健
康
管
理
セ
ン
タ
ー

　
　
（
℡
２・５
１２２


）

広
尾
し
ご
と
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
し
ま
し
た
！

　
広
尾
町
の
就
業
促
進
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ「
広

尾
し
ご
と
」
を
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
し
ま
し

た
。
新
し
い
サ
イ
ト
で
は
よ
り
見
や
す

く
、
使
い
や
す
い
デ
ザ
イ
ン
に
一
新
し
、

必
要
な
情
報
を
ス
ム
ー
ズ
に
お
届
け
で

き
る
よ
う
に
工
夫
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、

求
人
情
報
を
一
目
で
わ
か
る
よ
う
に
し
、

応
募
ま
で
の
手
続
き
が
ワ
ン
ス
ト
ッ
プ

で
行
え
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
で
も
簡
単
に
利
用

で
き
る
デ
ザ
イ
ン
に
し
、
ど
な
た
で
も

直
感
的
に
操
作
で
き
る
仕
様
を
目
指
し

ま
し
た
。
こ
れ
か
ら
も
皆
さ
ん
に
役
立

つ
情
報
を
発
信
し
ま
す
の
で
よ
ろ
し
く

お
願
い
し
ま
す
。

　
詳
し
い
操
作
や
ご
相
談
は
お
気
軽
に

ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

○
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
は
こ
ち
ら
か
ら

　
　
　
　
　

問　
商
工
観
光
係
（
℡
２・
０１７７



）

日
本
政
策
金
融
公
庫

「
国
の
教
育
ロ
ー
ン
」

　
「
国
の
教
育
ロ
ー
ン
」
は
高
校
、
大

学
等
へ
の
入
学
時
・
在
学
中
に
か
か
る

費
用
を
対
象
と
し
た
公
的
な
融
資
制
度

で
す
。
固
定
金
利
で
利
用
で
き
、
在
学

期
間
内
は
利
息
の
み
の
返
済
と
す
る
こ

と
が
で
き
ま
す
。

　
詳
し
く
は
「
国
の
教
育
ロ
ー
ン
」
で

検
索
す
る
か
、
コ
ー
ル
セ
ン
タ
ー
へ
お

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

○
融
資
額　
子
ど
も
１
人
あ
た
り

　
　
　
　
　
３
５
０
万
円
以
内

○
金
利　
年
２
．
35
％

　
※
母
子
家
庭
の
方
な
ど
は

　
　
年
１
．
95
％

　
　
（
令
和
６
年
11
月
１
日
現
在
）

○
返
済
期
間　
18
年
以
内

○
使
い
み
ち

　

�

入
学
金
、
授
業
料
、
教
科
書
代
、
ア

パ
ー
ト
等
の
敷
金
・
家
賃
な
ど

問　
教
育
ロ
ー
ン
コ
ー
ル
セ
ン
タ
ー

　
　
（
℡
０
５
７０
・
００

８
６
５
６
）
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このページの各項目については問表示の担当へ、電話でお問い合わせをお願いします。お知らせ広場
広
尾
町
消
防
団
出
初
式

　
今
年
１
年
の
無
火
災
を
願
い
「
広
尾

町
消
防
団
出
初
式
」
を
行
い
ま
す
。

　
当
日
は
消
防
団
員
招
集
の
た
め
、
各

分
団
で
サ
イ
レ
ン
を
吹
鳴
し
ま
す
の
で
、

皆
さ
ん
の
ご
理
解
と
協
力
を
お
願
い
し

ま
す
。

○
開
催
日　
１
月
４
日
（
土
）

○
無
火
災
祈
願
（
各
分
団
ご
と
）

・
本
部 

広
尾
分
団　
午
前
10
時

・
音
調
津
分
団　
午
前
９
時

・
豊
似
分
団　
　
午
前
９
時

・
野
塚
分
団　
　
午
前
９
時

○
分
列
行
進　

・
時
間　
午
後
１
時

・
場
所　
帯
広
信
用
金
庫
広
尾
支
店
前

　
　
　
　
（
西
１
ー
８
付
近
）

○
式
典

・
時
間　
午
後
１
時
半

・
会
場　

�

消
防
総
合
庁
舎
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

消
防
セ
ン
タ
ー

問　
広
尾
消
防
署

　
　
（
℡
２・
2
7
3
0
）

催
し

認
知
症
サ
ポ
ー
タ
ー
養
成
講
座

　

認
知
症
に
つ
い
て
正
し
く
理
解
し
、

認
知
症
の
方
や
そ
の
家
族
を
温
か
く
見

守
り
手
助
け
す
る「
認
知
症
サ
ポ
ー
タ
ー
」

を
養
成
す
る
講
座
を
開
催
し
ま
す
。
講

座
を
受
け
た
方
に
は
、
認
知
症
サ
ポ
ー

タ
ー
の
証
し
「
オ
レ
ン
ジ
リ
ン
グ
」
を

お
渡
し
し
ま
す
。

　
ぜ
ひ
、
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

〇
日
程　
１
月
31
日
（
金
）

　
　
　
　
午
後
１
時
半
～
３
時

〇
場
所　
コ
ミ
セ
ン
第
１
会
議
室

〇
申
込
締
切　
１
月
29
日
（
水
）

問　
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

　
　
（
℡
２・
33

7
0
）

か
た
つ
む
り
カ
フ
ェ

　
も
の
忘
れ
が
多
く
な
っ
て
き
て
不
安

を
感
じ
て
い
る
方
や
ご
家
族
が
集
ま
り

お
茶
を
飲
み
な
が
ら
ゆ
っ
く
り
と
過
ご

せ
る
場
で
す
。

　
認
知
症
に
関
す
る
相
談
も
で
き
ま
す
。

　
お
近
く
の
会
場
に
お
気
軽
に
ご
参
加

く
だ
さ
い
。

○
日
時
・
場
所

・
１
月
９
日
（
木
）
午
前
10
時
半

　
豊
似
農
村
環
境
改
善
セ
ン
タ
ー

・
１
月
16
日
（
木
）
午
前
10
時
半

　
老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー

問　
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

　
　
（
℡
２・
33

7
0
）

の
び
の
び
サ
ロ
ン

　
心
が
つ
か
れ
て
い
る
な
と
感
じ
て
い

る
方
が
誰
で
も
ホ
ッ
と
で
き
る
サ
ロ
ン

を
開
催
し
て
い
ま
す
。

　
皆
さ
ん
の
心
地
の
良
い
居
場
所
を
目

標
と
し
て
い
ま
す
。
気
軽
に
お
立
ち
寄

り
く
だ
さ
い
。

○
日
時　
１
月
11
日
（
土
）

　
　
　
　
午
後
１
時
半
～
３
時

○
集
合
場
所　
老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー

○
内
容　

�

カ
ー
ド
ゲ
ー
ム
な
ど
を
楽
し

む
新
年
会
で
す
。

問　
福
祉
係
（
℡
２・
0
1
7
2
）

生
活
・
仕
事
相
談
会

　
「
生
活
」
や
「
仕
事
」
の
こ
と
な
ど
、

誰
に
も
相
談
で
き
ず
に
困
っ
て
い
る
こ

と
が
あ
れ
ば
、
一
度
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

　
相
談
は
無
料
で
、
秘
密
は
厳
守
さ
れ

ま
す
。
な
お
、
相
談
会
に
は
事
前
申
込

み
が
必
要
で
す
。

　
お
気
軽
に
お
越
し
く
だ
さ
い
。

○
日
時　
１
月
21
日
（
火
）

　
　
　
　
午
後
３
時

○
場
所　
コ
ミ
セ
ン
第
１
会
議
室

問　
と
か
ち
生
活
あ
ん
し
ん
セ
ン
タ
ー

　
　
（
℡
0
1
55
・
66
・7
1
1
2
）

※�
「
と
か
ち
生
活
あ
ん
し
ん
セ
ン
タ
ー
」

で
検
索
く
だ
さ
い
。

広
尾
書
道
会
か
ら
の
お
知
ら
せ

「
書
道
と
茶
道
の
講
座
」

　
鉛
筆
・
毛
筆
・
ペ
ン
字
・
日
常
の
か

な
文
字
の
書
き
方
、
そ
し
て
礼
儀
作
法

と
し
て
の
茶
道
の
た
し
な
み
を
学
び
ま

し
ょ
う
。

○
日
時

　
１
月
８
日
・ 

15
日
・ 

22
日
（
水
）

　
午
前
９
時
～

○
場
所　

　
コ
ミ
セ
ン
和
室

〇
そ
の
他

・
受
講
料
：
無
料

・
ど
な
た
で
も
参
加
で
き
ま
す
。

・
申
込
は
当
日
ま
で
承
り
ま
す
。

　
（
飛
び
込
み
可
）

問　
広
尾
書
道
会　
代
表　
笹
川

　
　
（
℡
２・
3
2
7
8
）

町
民
か
わ
ら
版
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このページの各項目については問表示の担当へ、電話でお問い合わせをお願いします。お知らせ広場
着
付
け
の
集
い

　
一
緒
に
着
物
の
着
付
け
を
練
習
し
ま

せ
ん
か
？
着
物
の
扱
い
方
や
、
作
法
に

つ
い
て
も
学
べ
ま
す
。
着
物
の
貸
し
出

し
も
し
て
い
ま
す
。
見
学
の
み
も
可
能

で
す
。
お
気
軽
に
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

○
日
時　
日
曜
日

　
　
　
　
午
後
６
時
半
～
８
時

　
※
変
更
と
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す

○
会
場　
味
の
八
幸
（
西
１
条
６
丁
目
）

○
参
加
料　
5
0
0
円

○
そ
の
他

　
詳
細
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い

問　
着
付
け
の
集
い　
山
﨑

 　
　
（
℡
２・
3
7
3
7
）

み
ん
な
の
カ
フ
ェ

サ
ン
タ
バ
ァ
ド　
開
催

　
子
ど
も
か
ら
大
人
ま
で
集
え
る
イ
ベ

ン
ト
「
み
ん
な
の
カ
フ
ェ
・
サ
ン
タ
バ
ァ

ド
」
を
毎
月
第
３
日
曜
日
に
開
催
し
て

い
ま
す
。
ぜ
ひ
ご
来
場
く
だ
さ
い
。

　
ま
た
、
フ
リ
マ
出
店
者
や
、
一
緒
に

運
営
し
て
く
れ
る
ス
タ
ッ
フ
も
募
集
し

て
い
ま
す
。
ご
興
味
の
あ
る
方
は
お
気

軽
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

○
日
時　
１
月
19
日
（
日
）

　
　
　
　
午
前
10
時
～
午
後
３
時

○
場
所

　
ゆ
う
ゆ
う
ベ
ー
カ
リ
ー
（
公
園
南
４
）

問　
広
尾
み
ん
カ
フ
ェ
実
行
部　
松
田

　
　
（
℡
0
9
0・8
2
7
3・38

0
3
）

掲
載
情
報
を
募
集
し
て
い
ま
す

　
毎
月
１
日
発
行
の
広
報
ひ
ろ
お
に
掲

載
す
る
情
報
を
募
集
し
て
い
ま
す
。
詳

し
く
は
、
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

○
掲
載
可
能
な
情
報

　

�

町
民
（
ま
た
は
団
体
）
が
主
催
す
る

イ
ベ
ン
ト
情
報
、
団
体
（
サ
ー
ク
ル
）

の
メ
ン
バ
ー
募
集
情
報
な
ど
、
公
益

的
な
情
報

（
注
）�

広
報
紙
へ
の
掲
載
が
適
さ
な
い

と
判
断
さ
れ
た
情
報
は
掲
載
を

お
断
り
し
ま
す
。

※�

原
則
基
本
的
事
項
の
み
掲
載
。
詳
細

情
報
は
折
込
チ
ラ
シ
か
、
代
表
者
へ

の
問
合
せ
で
伝
え
る
こ
と
と
し
ま
す
。

○
料
金

　

�

無
料
。
た
だ
し
、
チ
ラ
シ
を
折
込
み

す
る
場
合
は
、
有
料
と
な
り
ま
す
。

○
原
稿
の
提
出
締
切
り

　

２
月
号　
１
月
６
日
（
月
）

○
提
出
先

　
企
画
課
ふ
れ
あ
い
の
係

※�

郵
送
、
持
参
、
Ｆ
Ａ
Ｘ
、
メ
ー
ル
等

で
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

問　
ふ
れ
あ
い
の
係

　
　
（
℡
２・
0
1
8
4
）

ご
意
見
箱
の
コ
ー
ナ
ー

『
役
場
庁
舎
の
改
修
に
つ
い
て
』

　
役
場
庁
舎
の
改
修
は
考
え
て
い
ま
す

か
？
（
築
40
年
経
っ
て
い
ま
す
）

　
改
修
に
は
多
額
の
費
用
が
か
か
る
の

で
な
か
な
か
出
来
な
い
と
思
い
ま
す
が
、

町
と
し
て
の
考
え
を
教
え
て
く
だ
さ
い
。

【
回
答
】

　
昭
和
57
年
に
整
備
さ
れ
て
以
来
、
近

年
は
建
物
の
劣
化
等
が
進
ん
で
い
る
状

況
で
あ
り
、
こ
れ
ま
で
修
繕
や
改
修
等

を
行
っ
て
き
た
と
こ
ろ
で
す
。

　
今
後
の
管
理
に
あ
た
っ
て
は
、
財
政

状
況
を
考
慮
し
つ
つ
、
劣
化
状
況
に
応

じ
た
長
寿
命
化
に
資
す
る
改
修
等
を
行

い
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

�

（
担
当
：
総
務
課
総
務
係
）

『
子
育
て
・
定
住
政
策
に
つ
い
て
』

　
転
入
を
今
以
上
に
増
や
す
た
め
に
出

産
祝
い
金
の
増
額
や
若
者
世
代
に
広
尾

に
定
住
し
て
も
ら
う
よ
う
な
政
策
を
も
っ

と
進
め
て
、
後
退
で
は
な
く
前
進
さ
せ

て
ほ
し
い
。

　
保
育
園
に
通
わ
な
い
在
宅
の
子
育
て

世
帯
へ
の
支
援
金
も
も
っ
と
手
厚
い
支

援
を
行
う
べ
き
で
は
な
い
か
。

【
回
答
】
※
子
育
て
支
援
に
つ
い
て

　
出
産
祝
い
金
に
つ
い
て
は
、
今
後
拡

充
す
る
こ
と
で
検
討
し
て
い
き
ま
す
。

ま
た
、
在
宅
世
帯
へ
の
支
援
金
は
、
保

育
料
の
完
全
無
償
化
と
と
も
に
９
月
か

ら
開
始
し
た
と
こ
ろ
で
す
が
、
今
の
と

こ
ろ
増
額
す
る
予
定
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　
し
か
し
な
が
ら
、
今
後
も
引
き
続
き
、

限
ら
れ
た
財
源
の
中
で
、
他
の
支
援
や

施
策
を
含
め
検
討
し
て
い
き
ま
す
の
で
、

ご
理
解
の
程
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

�

（
担
当
：
児
童
係
）

【
回
答
】
※
定
住
政
策
に
つ
い
て

　
広
尾
町
の
最
大
の
課
題
は「
人
口
減
少
」

で
す
。
特
に
ま
ち
の
未
来
を
支
え
る
若

者
が
町
に
残
っ
て
も
ら
う
こ
と
、
広
尾

町
外
か
ら
呼
び
込
む
こ
と
は
重
要
と
考

え
て
い
ま
す
。

　
産
業
の
振
興
や
子
育
て
支
援
、
福
祉
、

医
療
、
教
育
な
ど
様
々
な
施
策
を
進
め

る
こ
と
に
よ
っ
て
、
若
い
世
代
が
こ
れ

か
ら
も
住
み
続
け
た
い
、
広
尾
へ
戻
っ

て
き
た
い
と
思
っ
て
も
ら
え
る
ま
ち
づ

く
り
を
進
め
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い

ま
す
。

�

（
担
当
：
企
画
防
災
係
）

　
皆
さ
ん
の
ご
意
見
を
お
寄
せ
く
だ
さ
い
。

　

ご
意
見
箱
は
役
場
１
階
情
報
公
開

コ
ー
ナ
ー
、
児
童
福
祉
会
館
（
図
書
館
）、

老
人
ホ
ー
ム
、
老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー
、

健
康
管
理
セ
ン
タ
ー
に
記
入
用
紙
と
と

も
に
設
置
し
て
い
ま
す
。

問　
ふ
れ
あ
い
の
係

　
　
（
℡
２・
0
1
8
4
）
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シリーズ国民年金／地域包括支援センター
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■
総
合
相
談

　
次
の
よ
う
な
こ
と
が
あ
っ
た
ら
気

軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

①�

心
身
が
衰
え
、
こ
れ
ま
で
で
き
た

こ
と
に
手
助
け
が
必
要
に
な
っ
て

き
た
。

②�

要
介
護
認
定
を
受
け
た
い
が
ど
う

し
た
ら
い
い
の
か
わ
か
ら
な
い
。

③�

物
忘
れ
が
進
ん
で
き
て
お
り
、
家

族
と
し
て
本
人
に
ど
う
接
し
た
ら

よ
い
か
わ
か
ら
な
い
。
な
ど

　
医
療
・
福
祉
・
介
護
な
ど
の
サ
ー

ビ
ス
が
適
切
に
利
用
で
き
る
よ
う
ご

相
談
に
応
じ
ま
す
。

■
介
護
予
防
の
推
進

　
高
齢
に
な
っ
て
も
、
で
き
る
限
り

介
護
を
受
け
ず
に
自
分
ら
し
い
生
活

が
続
け
ら
れ
る
よ
う
、
日
頃
か
ら
足

腰
の
衰
え
や
物
忘
れ
の
進
行
を
防
ぐ

心
が
け
が
大
切
で
す
。

　

地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
で
は
、

介
護
予
防
教
室
の
開
催
、
い
き
い
き

百
歳
体
操
へ
の
支
援
の
他
、
老
人
ク

ラ
ブ
や
団
体
に
出
向
き
介
護
予
防
を

広
め
て
い
ま
す
。
お
気
軽
に
ご
連
絡

く
だ
さ
い
。

■
高
齢
者
虐
待
に
関
す
る
相
談

　
高
齢
者
虐
待
は
早
い
時
期
に
、
第

三
者
が
介
入
す
る
等
、
虐
待
の
悪
循

環
を
止
め
る
こ
と
が
大
切
で
す
。

　
虐
待
を
受
け
て
い
る
高
齢
者
・
障

が
い
者
を
発
見
し
た
場
合
や
「
虐
待

か
も
」
と
思
っ
た
際
は
相
談
し
て
く

だ
さ
い
。

■
認
知
症
に
関
す
る
相
談

　
認
知
症
地
域
支
援
推
進
員
が
中
心

と
な
り
、
認
知
症
に
関
す
る
相
談
・

認
知
症
の
方
を
見
守
る
認
知
症
サ
ポ
ー

タ
ー
養
成
講
座
・
認
知
症
サ
ポ
ー
タ
ー

ス
テ
ッ
プ
ア
ッ
プ
講
座
を
行
っ
て
い

ま
す
。
ま
た
、
認
知
症
サ
ポ
ー
タ
ー

ス
テ
ッ
プ
ア
ッ
プ
講
座
を
受
講
さ
れ

た
方
の
活
動
の
支
援
等
を
行
っ
て
い

ま
す
。
お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

　
問　
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

　
　
（
℡
２・３
３
７
０
）

『
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
』
へ
気
軽
に
相
談
を
！

398

　
日
本
国
内
に
居
住
し
て
い
る
20
歳

以
上
60
歳
未
満
の
方
は
国
民
年
金
に

加
入
す
る
こ
と
が
義
務
付
け
ら
れ
て

い
ま
す
。
20
歳
に
な
る
と
日
本
年
金

機
構
か
ら
国
民
年
金
加
入
の
お
知
ら

せ
が
届
き
ま
す
。

【
国
民
年
金
の
ポ
イ
ン
ト
】

◇
将
来
の
大
き
な
支
え
に
な
り
ま
す
！

　
国
が
責
任
を
も
っ
て
運
営
す
る
た

め
、
安
定
し
て
い
ま
す
し
、
年
金
の

給
付
は
生
涯
保
障
さ
れ
ま
す
。

◇�

老
後
の
た
め
だ
け
の
も
の
で
は
あ

り
ま
せ
ん
！

　
国
民
年
金
は
、
年
を
と
っ
た
と
き

の
老
齢
年
金
の
ほ
か
、
障
害
年
金
や

遺
族
年
金
も
あ
り
ま
す
。

　
障
害
年
金
は
、
病
気
や
事
故
で
障

が
い
が
残
っ
た
と
き
受
け
取
れ
ま
す
。

　
ま
た
、
遺
族
年
金
は
、
加
入
者
が

死
亡
し
た
場
合
、
そ
の
加
入
者
に
よ

り
生
計
を
維
持
さ
れ
て
い
た
遺
族（「
子

の
あ
る
配
偶
者
」
や
「
子
」）
が
受

け
取
れ
ま
す
。

【
国
民
年
金
保
険
料
の
お
支
払
い
】

◇�

国
民
年
金
の
保
険
料
は
月
額

１
６
，
9
8
0
円
で
す
（
令
和
６

年
度
）。

◇�

保
険
料
を
ま
と
め
て
前
払
い
（
前

納
）
す
る
と
、
割
引
が
適
用
さ
れ

る
の
で
、
お
ト
ク
で
す
。

◇�

口
座
振
替
を
利
用
す
る
と
、
金
融

機
関
等
に
行
く
手
間
と
時
間
が
省

け
、
納
め
忘
れ
も
防
ぐ
こ
と
が
で

き
ま
す
。

【
学
生
納
付
特
例
制
度
と
納
付
猶
予

制
度
】

◇
学
生
納
付
特
例
制
度

　
学
生
の
方
は
一
般
的
に
所
得
が
少

な
い
た
め
、
ご
本
人
の
所
得
が
一
定

額
以
下
の
場
合
、
国
民
年
金
保
険
料

が
猶
予
さ
れ
る
制
度
で
す
。

◇
納
付
猶
予
制
度

　

学
生
で
な
い
50
歳
未
満
の
方
で
、

ご
本
人
及
び
配
偶
者
の
所
得
が
一
定

額
以
下
の
場
合
に
国
民
年
金
保
険
料

が
猶
予
さ
れ
る
制
度
で
す
。

問　
帯
広
年
金
事
務
所

　
　
（
℡
0
1
5
5・2
5・8
1
1
3
）

　
　
ま
た
は
住
民
課
住
民
係

　
　
（
℡
２・0
1
7
1
）

20
歳
に
な
っ
た
ら『
国
民
年
金
』
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が
ん
検
診・特
定
健
診
等

　
２
人
に
１
人
が
か
か
る
と
い
わ

れ
て
い
る
「
が
ん
」。
年
１
回
、

検
診
を
受
け
ま
し
ょ
う
。

　
ま
た
、
特
定
健
診
・
健
康
診
査

は
個
人
で
受
け
る
と
最
大
約
１
万

円
か
か
る
検
査
が
、
無
料
で
受
け

ら
れ
ま
す
。

日
時　
１
月
19
日
（
日
）

　
　
　
　
　
20
日
（
月
）

受
付　
６
時
30
分
～
10
時

場
所　
健
康
管
理
セ
ン
タ
ー

※�

各
種
が
ん
検
診
・
肝
炎
ウ
イ
ル

ス
検
診
は
、
年
度
内
70
歳
以
上

の
方
、
生
活
保
護
世
帯
の
方
は

無
料
で
す
。

骨
粗
し
ょ
う
症（
個
別
）検
診

対
象　

�

40
、
45
、
50
、
55
、
60
、

　
　
　
65
、
70
歳
女
性

場
所　
広
尾
町
国
保
病
院

時
間　
外
科
診
療
時
間
内

料
金　
7
0
0
円

※�

70
歳
の
方
、
生
活
保
護
世
帯
の

方
は
無
料
で
す
。

※�
詳
し
く
は
国
保
病
院
へ
お
問
合

せ
く
だ
さ
い
。

　
（
℡
２・３
111


）

妊
婦・幼
児
歯
科
健
診・

成
人
歯
科
検
診

　
い
つ
ま
で
も
健
口
で
い
る
た
め

に
、
定
期
的
に
歯
科
健
（
検
）
診

を
受
け
ま
し
ょ
う
。

実
施
医
療
機
関

　
広
尾
中
央
歯
科
ク
リ
ニ
ッ
ク

　
（
℡
２・6
5
11

）

　
な
か
の
歯
科
医
院

　
（
℡
２・4
22

8
）

申
込　
予
約
は
直
接
各
歯
科
医
院
へ

○
妊
婦

　
妊
娠
中
は
お
口
の
環
境
が
悪
化

し
や
す
い
で
す
。
お
母
さ
ん
の
お

口
の
健
康
が
、
赤
ち
ゃ
ん
の
健
や

か
な
成
長
に
つ
な
が
り
ま
す
。

料
金　
　
無
料

持
ち
物　

�

母
子
健
康
手
帳
、

　
　
　
　
妊
婦
歯
科
健
診
受
診
券

○
１
歳
～
６
歳
の
幼
児

む
し
歯
を
予
防
し
、
お
口
の
健
康

を
守
る
た
め
に
定
期
的
に
受
け
ま

し
ょ
う
。
ご
希
望
の
方
は
、
フ
ッ

素
塗
布
も
一
緒
に
で
き
ま
す
。

料
金　
　
無
料

持
ち
物　
母
子
健
康
手
帳
、

　
　
　
　
幼
児
歯
科
健
診
受
診
券

○
18
歳
以
上
の
方

　
む
し
歯
や
歯
周
病
の
チ
ェ
ッ
ク

の
た
め
に
年
１
回
の
受
診
を
し
ま

し
ょ
う
。

料
金　
5
0
0
円

※�

70
歳
以
上
の
方
、
生
活
保
護
世

帯
の
方
は
無
料
で
す
。

健
康
づ
く
り
グ
ッ
ズ
貸
出
し

　
運
動
不
足
に
な
り
が
ち
な
冬
期

間
の
サ
ポ
ー
ト
と
な
る
よ
う
、
健

康
づ
く
り
グ
ッ
ズ
の
貸
出
し
を
行
っ

て
い
ま
す
。
皆
さ
ん
の
健
康
づ
く

り
に
お
役
立
て
く
だ
さ
い
。

貸
出
物
品

　
ノ
ル
デ
ィ
ッ
ク
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ

ポ
ー
ル
・
万
歩
計
・
ふ
ま
ね
っ
と

用
ネ
ッ
ト
・
家
庭
用
自
動
血
圧
計

※�

詳
し
く
は
健
康
管
理
セ
ン
タ
ー

へ
お
問
合
せ
く
だ
さ
い
。

　
（
℡
２・5
122


）

今月の担当　吉田　さゆりCOPD（慢性閉塞性肺疾患）を知っていますか？

【喫煙率の比較】

■風邪でもないのに咳や痰が続く
■少し動いただけでも息切れする
■呼吸時に、ヒューヒュー、ゼーゼー等と音
がする

　COPDは、タバコ等の有害物質を長期間吸い込
むことで、肺や気管支に炎症が起き、呼吸がしづ
らくなる病気です。最大の原因は喫煙で、喫煙者
の20～50％程度に発症するとされています。
　広尾町の喫煙率の割合は、男女ともに北海道
や全国と比較して高く、喫煙者本人のみなら
ず、受動喫煙にさらされる人にとってもCOPD
発症の危険性を高めることが予想されます。

COPDの主な症状

禁煙外来で相談して
みましょう！
十勝管内禁煙外来一覧

→ → →

予防するには「禁煙」
　喫煙はCOPDだけでなく、循環器疾患、が
ん、糖尿病などの発症リスクでもあるため、
これらの疾患の予防においても禁煙は重要で
す。

（％） 男性 女性

広尾町
北海道
全国

資料：R5年度特定健診質問票（喫煙ありと回答した者）

項　目 内容 対　象 料　金

特定健診・健康診査
血液検査、
尿検査、
心電図等

①30～74歳の国保被保険者
②後期高齢者医療保険加入者
③30歳以上の生活保護世帯の方

無料

胃がん検診 胃バリウム
検査 35歳以上の方 1,000円

肺がん検診 胸部Ｘ線
検査 35歳以上の方 300円

大腸がん検診 便潜血検査 35歳以上の方 600円
前立腺がん検診 血液検査 50歳以上の男性 1,000円
肝炎ウイルス検診 血液検査 40～70歳で受診したことがない方 700円
エキノコックス症検診 血液検査 小学校３年生以上（５年に１回） 無料
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ほんのおしらせ-BOOK- 図書館℡2－2141

出発!!移動図書館バス
１
月
７
日

（火）

２
月
４
日

（火）

老人ホームかもめ前 ９:50〜10:05

Ａコープサンタ村前 13:15〜13:30

野塚郵便局前 13:45〜14:00

１
月
10
日

（金）

２
月
７
日

（金）

丸山寿の家 10:50〜11:05

フクハラるる店前 11:15〜11:30

音調津郵便局前 13:45〜14:00

お
知
ら
せ

行
事
予
定

図
書
館
か
ら
の
お
願
い

冬
の
お
楽
し
み
抽
選
会

◇
応
募
期
間
：
１
月
31
日
（
金
）
ま
で

◇
抽
選
日
：
２
月
１
日
（
土
）

◇
応
募
方
法

①�

本
を
１
冊
借
り
る
と
補
助
券
が
１
枚
も
ら
え
ま
す
。
そ

し
て
補
助
券
５
枚
で
抽
選
券
１
枚
と
交
換
し
ま
す
。

②�

抽
選
券
に
自
分
の
欲
し
い
も
の
の
番
号
を
書
い
て
、
応

募
箱
に
入
れ
ま
す
。

え
い
ご
で
絵
本
を
た
の
し
も
う
！

◇
日
時
：
２
月
１
日
（
土
）
午
前
10
時
30
分
～

◇
場
所
：
児
童
福
祉
会
館　

２
階
和
室

◇
内
容
：
英
語
で
絵
本
の
読
み
聞
か
せ
な
ど
を
行
い
ま
す
。

◇
冬
の
ほ
ん
【
児
童
展
示
】

　
冬
に
ま
つ
わ
る
児
童
書
を
中
心
に
展
示
を
行
い
ま
す
。

◇
若
い
人
に
贈
る
読
書
の
す
す
め
【
一
般
コ
ー
ナ
ー
】

　

�

リ
ー
フ
レ
ッ
ト
『
若
い
人
に
贈
る
読
書
の
す
す
め
』
に

掲
載
さ
れ
て
い
る
本
の
展
示
を
行
い
ま
す
。

◇
図
書
館
職
員
の
推
し
本

　
【
図
書
館
入
口
近
く
】

　
図
書
館
職
員
お
す
す
め
の
本

　
を
並
べ
て
い
ま
す
。

　
広
尾
町
に
関
す
る
内
容
の
本
（
町
内
会
誌
等
）、

古
い
地
図
、
な
ど
お
家
に
眠
っ
て
い
ま
せ
ん
か
？

　
も
し
寄
贈
し
て
も
い
い
と
い
う
方
が
い
ら
っ

し
ゃ
い
ま
し
た
ら
、図
書
館
に
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

新刊図書

一
般
書
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―

◇
現
代
用
語
の
基
礎
知
識
【
2
0
2
5
】

�

自
由
国
民
社

◇
老
後
ひ
と
り
暮
ら
し
の
壁�

山
村　
秀
炯

文
学
書
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―

◇
円
か
な
る
大
地�

 

武
川　
佑

◇
婚
活
マ
エ
ス
ト
ロ�

宮
島　
未
奈

児
童
書
・
絵
本
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―

◇
も
ぐ
も
ぐ
か
め
か
め�

き
た
が
わ　
め
ぐ
み

◇
ア
イ
ヌ
民
族
33
の
ニ
ュ
ー
ス

�

北
原　
モ
コ
ッ
ト
ゥ
ナ
シ

『
く
ら
べ
る
東
西
』　　
　
　

�

岡
部　
敬
史
・
文
／
山
出　
高
士
・
写
真

�

東
京
書
籍

こ
の
本
、い
か
が
で
し
ょ
う

　
関
東
と
関
西
の
銭
湯
の

違
い
を
ご
存
知
で
し
ょ
う

か
。

　
東
（
主
に
関
東
）
と
西

（
主
に
関
西
）
で
は
様
々

な
文
化
の
違
い
が
あ
り
、

写
真
で
見
比
べ
る
こ
と
が

で
き
ま
す
。

　
ど
こ
か
ら
め
く
っ
て
読

ん
で
も
面
白
い
一
冊
で
す
。

１
月
の
展
示
コ
ー
ナ
ー

【
１
月
の
休
館
日
】�

１
日
・
２
日
・
３
日
・
６
日
・ 

13
日
・ 

20
日
・ 

27
日

※
毎
週
月
曜
日
・
祝
祭
日
は
休
館
日
で
す
。
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農村活性化推進員の奥山浩之介です！

農場視察に行きました！
　先日、浜頓別へ視察に行ってきました。視察先は、TMR
センターに加入しながら放牧を取り入れた経営をされている
新規就農の酪農家さんです。TMRとは通称、混合飼料と称
され乳牛に必要な飼料を混合したものです。このTMRを製
造する施設がTMRセンターです。TMRと放牧は基本的に
は相反する経営形態ですが、各々のメリットをいいとこ取り
することで労働時間削減や経費削減を可能とした上で高乳量
の維持、もしくはアップも期待できるのではないかと感じました。実際に放牧時期はTMRの給与量は減ら
し餌代を抑えながら乳量を維持することで収益を上げられると仰っていました。他にも放牧地で運動するこ
とで牛自体の健康にもいいとのことでした。

林業・木材産業推進担当の澤村拓也です！

副業でNHK広尾支局通報員始めました！
　明けましておめでとうございます。本年もよろしくお願
いします。
　この度、副業としてNHK広尾支局の通報員に従事する
こととなりました。広尾支局では人員不足のため、約4年間
にわたり通報員のポジションが空席だったそうです。この
度お声がけをいただき、少しでも広尾町のニュースを多く
の方に届けられるよう、微力ながら尽力することとしました。
　これまでこのような仕事の経験はなく、撮影や原稿作成に戸惑うことも多いですが、一歩ずつ挑戦を
重ねています。広尾町の魅力をより多くの人に知っていただけるよう、PRにつながる取材活動を進め
ていきます。地域おこし活動と二刀流で頑張っていきます。

広尾町地域おこし協力隊 隊員日記

　
俳
　
句

（
寄
木
吟
社
）

帰
り
花
よ
り
そ
う
夫
は
も
う
い
な
い�

蓮
月

冬
蝶
の
夕
日
に
繋
ぐ
命
か
な�

道
代

鍬
と
鎌
研
が
れ
て
勤
労
感
謝
の
日�

登
志
恵

休
む
と
決
意
勤
労
感
謝
の
日�

伊
都
子

寝
ぐ
づ
り
の
嬰
抱
き
よ
せ
て
冬
ぬ
く
し�

明
見

線
虫
の
暮
色
と
な
り
て
消
え
に
け
り�

て
い
こ

　
短
　
歌

家
電
停
め
て
思
い
知
る
不
都
合
よ

　

携
帯
探
し
に
右
往
左
往�

佐さ

さ

き

々
木
恵え

み

こ

美
子

一
年
の
健
康
長
寿
を
感
謝
し
て

　

迎
え
る
年
も
幸
せ
願
う�

本ほ

ん

だ田　
　

道み

ち

こ子

Vol.104
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広尾町子育て支援センター（℡2-2553）　〒089-2621　公園通北2丁目51番地2《ひろお保育園内》
車でお越しの方は、保育園の駐車場をご利用ください。駐車場内はお子さんの手を引き、車には十分気をつけてください。

月 火 水 木 金
　　 　　 １日　　休　　所 ２日　　休　　所 ３日　　休　　所

元　　日
６日　　全 年 齢 ７日　　０、１歳 ８日　　全 年 齢 ９日　　２～４歳 10日　　全 年 齢

13日　　休　　所 14日　　全 年 齢 15日　　０　　歳 16日　　１～４歳 17日　　全 年 齢
成人の日 ミニ講話（栄養士）

20日　　全 年 齢 21日　　全 年 齢 22日　　２～４歳 23日　　０、１歳 24日　　全 年 齢
お楽しみ広場 ママとも広場

27日　　全 年 齢 28日　　全 年 齢 29日　　０、１歳 30日　　２～４歳 31日　　全 年 齢
絵本大好き 節分の会

支援センターの利用時間
月 ～ 金 Ａ Ｍ ９：30～11：30
火～木ＰＭ２：00～４：00
※土日祝日はお休みです。

ミニ講話（栄養士）
日　　時　１月17日（金）　11時00分～
場　　所　子育て支援センター
対象年齢　全年齢
内　　容 「肥満について考えてみよう！」
　広尾町は肥満の町！？と聞いてビックリ！
肥満の原因には脳も影響している様です。食
欲が抑えられなくなる食品はなに？これから
大きくなる子ども達の食生活に役立つ話です。
聞きに来てね。

節分の会
日　　時　１月31日（金）　10時15分～　
場　　所　ひろお保育園ホール
対象年齢　全年齢
申込期限　１月20日（月）～22日（水）
＊�参加される方は支援センター来所時にお申

し込みされるか、電話でお申し込みください。
　�当日の９時30分～10時15分までの開放はお

休みします。

１　月　の　あ　そ　び

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
・
ス
ク
ー
ル
の
魅
力

　
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
・
ス
ク
ー
ル
を
進
め
る

こ
と
で
、
子
ど
も
、
地
域
、
学
校
の
そ
れ

ぞ
れ
に
お
い
て
、
次
の
よ
う
な
効
果
が
期

待
さ
れ
て
い
ま
す
。

【
子
ど
も
】
①
学
び
や
体
験
活
動
が
充
実

す
る
②
地
域
の
よ
さ
を
実
感
で
き
る
③
身

近
な
大
人
モ
デ
ル
を
知
る
等

【
地
域
】
①
地
域
住
民
の
経
験
や
特
技
を

活
か
す
こ
と
が
で
き
る
②
学
校
を
核
と
し

た
地
域
の
つ
な
が
り
が
で
き
る
③
人
が
つ

な
が
り
地
域
が
活
性
化
す
る
等

【
学
校
】
①
「
社
会
に
開
か
れ
た
教
育
課
程
」

が
展
開
で
き
る
②
子
ど
も
た
ち
の
今
後
の

生
き
方
を
考
え
る
キ
ャ
リ
ア
教
育
が
充
実

す
る
等

　
確
か
に
、
子
ど
も
た
ち
か
ら
は
、
実
際

に
体
験
で
き
て
よ
く
分
か
っ
た
。
地
域
の

方
か
ら
は
子
ど
も
た
ち
か
ら
元
気
を
も
ら
っ

た
等
の
声
が
あ
り
ま
す
。

　
子
ど
も
た
ち
の
健
や
か
な
成
長
の
た
め

に
地
域
と
学
校
が
つ
な
が
り
、
協
働
し
た

取
組
を
す
る
こ
と
が
い
ろ
い
ろ
な
効
果
を

生
む
と
と
も
に
、
一
つ
の
魅
力
に
も
な
っ

て
い
る
と
思
い
ま
す
。

学
校
を
支
え
る
地
域
の
力

　
こ
れ
ま
で
、
町
内
の
各
学
校
で
は
、
学

校
運
営
協
議
会
で
承
認
さ
れ
た
今
年
度
の

重
点
教
育
目
標
や
育
成
を
目
指
す
資
質
・

能
力
の
達
成
に
向
け
た
教
育
活
動
が
推
進

さ
れ
て
き
ま
し
た
。

　
ま
も
な
く
３
学
期
が
始
ま
り
、
そ
の
教

育
活
動
も
ま
と
め
と
点
検
（
学
校
評
価
）

の
時
期
を
迎
え
ま
す
。

　
と
こ
ろ
で
、
学
校
教
育
の
在
り
方
は
時

代
と
共
に
変
わ
り
、
今
の
学
校
に
は
「
地

域
と
と
も
に
あ
る
学
校
づ
く
り
」
が
求
め

ら
れ
て
い
ま
す
。

　
こ
の
こ
と
は
、
地
域
の
力
を
学
校
運
営

に
活
か
し
、
子
ど
も
た
ち
の
成
長
を
支
援

す
る
こ
と
が
必
要
に
な
り
ま
す
。

　
そ
こ
で
、
各
学
校
は
地
域
環
境
や
資
源

を
学
校
教
育
に
効
果
的
に
活
用
し
、
子
ど

も
た
ち
の
学
び
を
よ
り
豊
か
に
し
よ
う
と

努
力
し
て
い
ま
す
。

　
今
年
度
も
、
地
域
の
皆
さ
ん
に
は
、
各

学
校
へ
の
ご
支
援
を
た
く
さ
ん
い
た
だ
い

て
い
ま
す
。
各
教
科
や
「
ひ
ろ
お
学
」
等

の
学
習
に
お
い
て
成
果
が
報
告
さ
れ
て
い

ま
す
。

　
今
後
も
、
地
域
が
学
校
の
応
援
団
と
な

り
、
学
校
を
支
え
る
環
境
づ
く
り
を
さ
ら

に
整
え
て
い
く
こ
と
が
大
切
で
す
。

　
地
域
の
皆
さ
ん
に
は
、
み
ん
な
が
教
育

の
当
事
者
と
い
う
思
い
を
胸
に
、
広
尾
っ

子
を
温
か
く
見
守
り
く
だ
さ
い
。　

（
広
尾
町
教
育
委
員
会

�

生
涯
学
習
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー　
髙
橋
）

ＣＳの
　窓から
ＣＳの
　窓から

広尾町のＣＳ
（コミュニティ・スクール）の
取組について紹介します

32広報ひろお　2025年（令和７年）１月号



: コミュニティセンター　 : 健康管理センター　 : 子育て支援センター　 : 青少年会館
: 老人福祉センター　 : 広尾町国民健康保険病院　 : 町立図書館　 : 児童福祉会館
: 生活支援ハウスなごみ　 : 農村環境改善センター

X
@town_hiroo

Facebook
@hirootown.official

Instagram
town_hiroo

広尾町公式 SNS ぜひ「フォロー」
してください

元日
図書館、公衆浴場年末年始休業（～３日）
役場年末年始休業（～５日）
国保病院年末年始休業（～５日）（※緊急の場合は、休み中も受付）

はたちのつどい（ 13:30）

広尾町消防団出初式

役場仕事始め
子どもスケート教室（広尾小10:00）（～８日）
新年交礼会（ 11:00）
健康相談・すくすく相談（ 13:30）

運転免許証更新時講習（ 違反10:00/ 優良13:00/ 一般13:45）

年金相談（商工会館※要予約10:30）
子ども料理教室（ 10:00）
乳幼児健診（◇広尾ファミリークリニック14:00）
内科夜間診療（ 17:30※担当 : 荒井医師）

子ども料理教室（ 10:00）

のびのびサロン（ 13:30）

成人の日

始業式（広尾中）

始業式（広尾小・豊似小・広尾高）

放課後読書等ふれあい広場（広尾小15:00）
内科夜間診療（ 17:30※担当 : 藤田医師）

ミニ講話（栄）（ 全年齢対象11:00）

がん検診・特定健診（ ６:30）
総合型スポーツ事業「アイスストッカー」（広尾小10:00）

がん検診・特定健診（ ６:30）
健康相談・すくすく相談（ 13:30）

お楽しみ広場（ 全年齢対象10:30）
放課後読書等ふれあい広場（広尾小15:00）
生活・仕事相談会（ 15:00※要申込）

ママとも広場（ ０、１歳対象10:30）
乳幼児健診（◇広尾ファミリークリニック14:00）
放課後読書等ふれあい広場（広尾小15:00）
内科夜間診療（ 17:30※担当 : 山口医師）

土曜おはなし会（ 10:30）

健康相談・すくすく相談（ 13:30）

放課後読書等ふれあい広場（広尾小15:00）

絵本大好き（ ０、１歳対象10:30）
認知症サポーター養成講座（ 13:30※要申込）

ハッピーマタニティ（ 13:00）
放課後読書等ふれあい広場（広尾小15:00）
内科夜間診療（ 17:30※担当 : 荒井医師）

節分の会（ 全年齢対象10:15）

■発行 / 広尾町　令和7年1月1日　■編集 / 企画課ふれあいの係
〒089-2692　北海道広尾郡広尾町西4条7丁目　01558-2-2111

■広尾町公式ウェブサイト　https://www.town.hiroo.lg.jp/
■ FAX 01558-2-4933
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1月の予定
◇町の乳幼児健診を行うため、９日（木）、23日（木）の午後は広尾ファミリークリニックの一般診療を休診します。

休日当番病院　国保病院
人の動き　（　）内は前月比
 人　口　5,891人（-10人）
 男　性　2,844人（-７人）
 女　性　3,047人（-３人）
 世帯数　3,130世帯（-３世帯）
内訳
 自然増減-７
 （出生２人・死亡９人）
 社会増減-３
 （転入等10人・転出等13人）
 ※外国人住民を含みます
 　（11月30日現在）
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表紙の写真
12月８日（日）の広尾まんぷくまつり
では今年もカニ早食い競争が行われま
した。抽選で選ばれた男女各10人が挑戦。
毛がにを手早く切り分け、身にかぶり
つく熱い戦いを繰り広げました。女性
の部では、幕別町の松田さんが優勝し、
賞品の毛がにを笑顔で受け取りました。


